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は　じ　め　に

出雲市教育委員会では、平成6年度に出雲土木建築事務所の委託を受け、出雲

市駅付近連続立体交差事業地内に所在する天神遺跡の発掘調査を実施致しました。

その結果、弥生時代から近世に至るまでの多数の遺構、遺物を検出し、この地

域におけるひとびとのくらしを知る貴重な資料を得ることができました。

特に、弥生時代中期～古墳時代前期初頭の環濠と考えられる港が4条確認され

たことや、弥生時代の農耕具や食器などの木製品が出土したことは、報道機関に

も大いに取り上げられました。本書はその報告書ですが、出雲平野の歴史解明に

多少なりとも役立てば幸いに存じます。

最後に、今回の調査にあたり、ご協力を賜りました地元の皆様をはじめ関係各

位に、衷心より御礼申し上げます。

平成9年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



に諸

1．本書は、出雲土木建築事務所の委託を受けて、出雲市教育委員会が平成6年度に実施した天神遺

跡発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は、下記の期間において実施した。

平成6年（1995）5月16日～平成6年（1995）10月31日

3．発掘調査を行った地番は、次の通りである。

出雲市塩冶有原町3丁目38番地ほか

4．調査は、次の組織で行った。

平成6年度

〔調査指導者〕足立　克己（島根県教育委員会文化課文化財保護主事）、広江　耕史（同　主事）

〔事　務　局〕野津　建一（文化eスポーツ課長）、新宮　雅子（同　課長補佐）

〔調　査　員〕川上　稔　（文化◎スポーツ課係長）、岸　道三（同　主事）

三原　一将（同　主事）、米田美江子（同　嘱託員）

平成7年度

〔調査指導員〕岩橋　孝典（島根県教育委員会文化課主事）

〔事　務　局〕野津　建一（文化◎スポーツ課長）、新宮　雅子（同　課長補佐）

〔調　査　員〕川上　　稔（文化◎スポーツ課係長）、岸　　道三（同　主事）

米田美江子（同　嘱託員）

平成8年度

〔調査指導員〕岩橋　孝典（島根県教育委員会文化財課主事）

〔事　務　局〕後藤　政司（文化振興課長）

〔調　査　員〕川上　　稔（文化振興課係長）、岸　　道三（同　主事）

高橋　智也（同　主事）、藤永　照隆（同　主事）、米田美江子（同　嘱託員）

5．本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SD－溝、SK－土坑、P－ピット、SX一落ち込み状遺構

6．本書で使用した方位は磁北を示す。

7．本書に掲載した「試掘トレソチ位置図」、「発掘調査区及び位置図」は出雲土木建築事務所作成の

ものを浄写して使用した。



8．本遺跡の出土遣物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。

9．本書掲載の遺物実測図及び写真撮影については、岸が大部分を行ったが一部については米田、川

上、高橋、藤永が行った。なお、文責は目次に表記した。

10．本書の執筆はA区を米田、B、C区を岸、D区を川上が行い、編集は上記調査員の協力を得て岸

が行った。

11．石器の石材鑑定については、山本　順三（文化振興課　副主任学芸員）が行った。

12。出土木製品の保存処理については、（財）元興寺文化財研究所、（株）吉田生物研究所に委託し、

これを行った。

13。調査にあたっては、出雲土木建築事務所、JR工事事務所及びJR出雲鉄道部から多大な協力を

得た。

14。発掘調査及び遺物整理にあたり次の方々に御指導、御協力を賜った。

田中　義昭（島根大学法文学部教授）、徳岡　隆夫（島根大学理学部教授）

池田　満雄（島根考古学会会長）、山崎　純夫（福岡市教育委員会係長）

浅岡　俊夫（六甲山麓遺跡調査会）、西尾　克己（島根県教育委員会文化財課係長）

内田　律雄（島根県埋蔵文化財調査セソター係長）、赤澤　秀則（鹿島町教育委員会主任主事）

岡　　宏三（島根県古代文化センター主事）、平石　　充（島根県古代文化セソター主事）

守岡　正司（島根県埋蔵文化財調査セソター主事）

15。発掘調査にあたっては、次の方々に従事して頂いた。

佐藤

岡

吹野

安食

保信　　鐘推　蔵書　　吾郷　要子

省吾

初子

片山　　修　　前島　正喜

陶山　　潤　　吉田　　栄

勉　　荒木恵理子

米山　清司

奥田　広信

小玉　　勇

吉川　善美

高根　常代

中野　治夫

園山　　薫

藤原　恒治

井上　政司

16．遺物整理、報告書作成作業については、次の方々に従事していただいた。

吹野　初子　　鵜口　令子　　遠藤　恭子　　飯園　陽子　　川谷　真弓　　太田　和子

荒木恵理子　　石川　桂子　　岡野　和栄　　岡　こずえ
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I　位置と環境

（1）位　　置

天神遺跡は、出雲市天神町及び塩冶有原町を中心とする広範囲な地域に所在し、これまでの発掘調

査によって、弥生時代中期中葉頃から近世に至るまでの大複合集落遺跡であることがわかっている。

現在では、山陰屈指の規模を有する出雲平野のほぼ中央、JR出雲市駅から西方約1kmほど離れた地

域に広がり、そのほとんどが宅地として利用されている。

出雲平野をとりまく地形には、北に北山山麓、南に中国山地から派生した丘陵地が連なり、東には

宍道湖、西には日本海がある。この宍道湖と日本海には、それぞれ斐伊川、神戸川が注いでおり、出

雲平野は、この二大河川によって形成された沖積平野となっている。

第1図　天神遺跡周辺の遺跡

1・天神遺跡2・白枝荒神遺跡3・小山遺跡4．矢野遺跡5．大塚古墳6．石臼古墳7．山持川川岸遺跡8．鳶ヶ巣城跡9．平林寺山古墳群

10・膳棚山古墳群11・大寺古墳12．荻抒古墓13．斐伊川鉄橋遺跡14．西谷墳墓群15．大念寺古墳16．塚山古墳17．平家丸城跡
18・角田遺跡19・神門寺境内廃寺20．上塩冶築山古墳21．築山遺跡22．上塩冶横穴墓群23．大井谷城跡24．半分城跡25三田谷遺跡
26・小坂古墳27・刈山古墳群28・半分古墳29．地蔵山古墳30．栗栖城跡31．放れ山古墳32．大梶古墳33．古志本郷遺跡

34・田畑遺跡35・妙蓮寺山古墳36．浄土寺山城跡37．地蔵堂横穴墓群38．宝塚古墳39．福知寺横穴墓群40．小浜山横穴墓群
41・知井宮多聞院遺跡42．山地古墳43」二長浜貝塚44．正蓮寺周辺遺跡45．出雲大社境内遺跡46．原山遺跡47．菱棍遺跡



しかしながら、遺跡が形成され始めた頃の景観は、現在とはかなり異なっていたようである。現在

は東流して宍道湖に注いでいる斐伊川が、当時は西流して、『出雲国風土記』に記されているように
かむとのみつうみ

入海のような状況を呈していた「神門水海」と呼ばれる潟湖（現在の神西湖）に注いでいたようであ

る。また、宍道湖の汀線も現在よりかなり西にあったものと考えられている。このような地形のもと、

天神遺跡は入海の河口部に近い神戸川北岸の旧自然堤防上に立地していたと考えられ、少なくとも鎌

倉時代の初期頃までは同様な景観であったと考えられる。

（2）歴史的環境

出雲平野には、数多くの遺跡が存在している。中でも天神遺跡の所在する塩冶地区は、出雲市内で

も最も埋蔵文化財の密集する地域となっている。神戸川右岸に形成され、南北に長く延びる旧自然堤

防上には、神門寺付近遺跡、塩冶小学校付近遺跡、弓原遺跡、高西遺跡など、それぞれを区分するの

が難しいほど連結して遺跡が密集している。

出雲平野における遺跡の初現は、平野の北にある縄文時代早期初頭の菱根遺跡（大社町）、西の砂

丘下にあり、縄文時代早期末の上長浜貝塚に遡るが、これに続く遺跡は確認されていない。

縄文時代後期◎晩期になると、平野の北には出雲大社境内遺跡や原山遺跡（大社町）が営まれるほ

か、南の丘陵下にある三田谷遺跡でも多量の遺物が出土し、生活の場となっていたことが近年の発掘

調査によりわかってきている。また、平野中央部の矢野遺跡からも少量の遺物が発見されている。し

かし、縄文時代における生活の場は主に平野の縁辺部にあり、狩猟⑳漁捗を中心として生活を営んで

いた様子が窺える。

弥生時代には、矢野遺跡などで前期の遺物が確認されているが規模は小さい。しかし、中期中葉以

降、入海周辺の沖積地に集落が飛躍的に拡大し、天神遺跡をはじめとして、古志本郷遺跡、正蓮寺周

辺遺跡、田畑遺跡などの大集落遺跡が出現する。その中には矢野遺跡、知井宮多聞院遺跡など、貝塚

を伴う例もあり、地域的な特色となっている。なお、遺跡の拡大は古墳時代前期にまで及んでいる。

また、弥生時代後期には、四隅突出型墳丘墓7基を含む西谷墳墓群が南の丘陵上に築造される。この

中には、突出部を入れると一辺60mもあるような3号墓など大形のものもあり、この時期には、ある

程度共同体的結合が図られ、その首長の権力が強大になってきたことが窺える。

古墳時代になると、中期の遺跡や古墳は少ないが、後期後半には今市大念寺古墳、上塩冶築山古墳、

地蔵山古墳など横穴式石室を有する大規模な古墳が築造される。また、南の丘陵斜面には上塩冶横穴

墓群、小浜山横穴墓群など大規模な横穴群が築かれ、東部出雲の安来平野、意宇平野に並ぶ勢力が存

在していたことが窺える。しかし、これら古墳の被葬者を支える基盤となったであろう大集落遺跡は、

現在のところ確認されていない。

奈良時代にも遺跡は点在しているが、あまり詳しいことはわかっていない。一方、この時期になる

と神門寺境内廃寺、長者原廃寺などの私寺が建造されるとともに、小坂古墳の石榎や朝山古墓、菅沢

古墓などの初期火葬墓があり、いち早く仏教文化が取り入れられていたことが窺える。

また、奈良時代に編纂された『出雲国風土記』には、天神遺跡周辺の様子について、次のように記載

されている。「或るは土地豊かに沃えて土穀⑳桑◎稔り款枝に、百姓の膏朕の薗なり。或るは土地豊

かに沃えて、草水叢り生ひたり。」というように、農業に適した豊かな肥沃地であったようである。
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班　冒次に盛る発掘調査

天神遺跡では、これまでに種々の開発に伴って7次、19ヵ所の発掘調査が行われている。（第2図）

（1）海上地区土地区画整理事業に伴う発掘調査（第　次発旛調査、柑捌年）（1）

道路新設部分6ヵ所について行われた発掘調査である。第1調査地区では、柱穴を伴う竪穴遺構の

ほか、弥生時代中期後半の壷棺墓が検出されている。器高58cmを測る壷棺が、長さ約1。5m、深さ約

50cmの墓坑に横にして埋納されていた。第2調査地区では、弥生中期後半頃の薄状遺構が検出されて

おり、短頸壷や鋸歯文のある石製紡錘車などが出土している。第3調査地区では、弥生時代中期後半

頃の溝状遺構や古墳時代の土坑のほか、ピットなどを検出している。第4調査地区では、古墳時代後

期以降と推定される溝状遺構が検出され、土師器高杯やまりなどが出土している。また、天神遺跡発

見の端緒となった第5調査地区では、古墳時代後期の掘立柱建物跡と考えられる柱穴を10以上検出し、

須恵器や土師器の壷などが出土している。第6調査地区では、奈良時代から平安時代にかけての掘立

柱建物跡3棟や溝状、棚状遺構などが検出されている。中でも奈良時代の掘立柱建物跡の柱穴は径約

70cm、深さ約40cmを測る大形のものであり、付近で墨書土器が出土していることから、地方官街跡

（郡家、郷倉、駅など）の可能性が指摘されている。

（2）島根医大教職員宿舎建設に伴う発掘調査（第　次発撮調査、相関年）（2）

官舎部分3ヵ所について発掘調査が行われている。第1調査区では、弥生時代中期中葉の土坑墓と

推定される遺構を14基検出しているほか、弥生時代中期中葉から古墳時代後期にかけての溝状遺構な

どを検出している。溝状遺構の中には「コ」の字状を呈するものがあり、方形周溝墓としての可能性

が指摘されている。また、第2調査区では、古墳時代後期から近世にかけての掘立柱建物跡6棟と溝

状遺構4などを検出している。特に古墳時代後期頃にあたる掘立柱建物跡の柱穴は、径1m～信2mと

大形で、2問×4問の総柱となるものもふくまれており、1971年の調査を裏付けるように、郡街など

官衝跡的遺構である可能性を示唆している。また、これまで弥生中期の土器編年を前、後半に2区分

していたのに対し、この調査で出土した土器などが契機となって、弥生時代中期を前葉、中葉、後妻

に3区分できる貴重な資料となっている。

（3）出雲考古学研究会による自主発掘調査（第　次発撮調査、相関年）（3）

天神遺跡周辺を開発の波から守るため、その性格を捉えることを目的とした発掘調査であり、天神

天満宮南側の3ヵ所で行われている。B一一1区では古墳時代中期と考えられる土器溜を検出し、土師

器高杯、塊には赤色塗彩され、暗文が施されたものが多く、周囲から土製の勾玉や丸玉などが出土し

ていることから、祭祀性の強い遺構と考えられている。また、平安時代頃と考えられる掘立柱建物跡

の柱穴は、径80cm～1mに及ぶ大形のもので、同区から緑紬陶器が出土していることや且971年の調査

時に隣接した畑地内から墨書土器が出土していることから考えて、官衝的な建物群の一部と解されて

いる。A－2区、A－4区の調査では溝状遺構、ピットなどを検出しているが、時期、性格ともに不

明とされている。なお、付近で出土した墨書土器は、この調査時に「早天」と判読できることがわかっ

ている。
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（4）建設省職員宿舎建設に伴う発掘調査（第4次発掘調査、1981年）（4）

職員宿舎の建物部分、約200滴について発掘調査を行っている。遺構は、奈良時代のものと推定さ

れる掘立柱建物跡2棟や平安時代と推定される土坑、中世から近世にかけての溝状遺構などが検出さ

れている。特に、中世の溝状遺構の中には、それぞれが方形に囲擁するものがあって、2棟以上の建

物跡を溝によって区画していたものと推定されている。なお、出土遺物には、須恵器、土師器、古銭

などがあるが、弥生土器は認められていない。

（5）建設省新庁舎建設に伴う発掘調査（第5次発掘調査、柑85年～1986年）（5）

庁舎部分、約300I壷について発掘調査が行われている。遺構は、弥生時代中期から中世にかけての

溝状遺構や土坑状遺構が複雑な切り合い関係をもって検出されている。特に、弥生時代中期中葉の土

坑墓と考えられる遺構には、管玉などの副葬品を有するものもあり、この地域における社会的階級を

考えるうえで貴重な資料となっている。また、調査範囲が限られているため全容は不明であるが、平

面形が方形を皇し、床面に側溝が認められる古墳時代後期の竪穴住居跡と考えられるような遺構が検

出されており、この調査区周辺に、古墳時代後期の集落跡があることも想定されている。

（6）塩冶地区遺跡分布調査による遺跡範囲確認調査（第6次発掘調査、1986年）（6）

国庫補助事業として5カ所のトレソチを設けて行った発掘調査である。第1トレソチでは、中世の

溝状遺構やピットなどを検出している。第2トレソチでは、溝状遺構、土坑、ピットなどを検出して

いるが、弥生時代中期の溝状遺構の中には、多量の土器が出土し、断面がⅤ字状を呈して集落を囲擁

するような環濠の可能性が指摘されているものもある。また、弥生時代中期の遺構としては、土坑も

検出されている。第3トレソチでは、溝状遺構、ピットなどが検出されている。遺構の多くは古墳時

代後期から中世にかけてのものであるが、少量ながら弥生土器片も確認されている。また、第4トレ

ソチでも、溝状遺構、ピット、落ち込み状遺構など多数の遺構を検出している。時期は奈良時代から

近世にかけてのものと考えられている。

（7）建設省宿舎新築に伴う発掘調査（第8次発掘調査、1994年）（7）

宿舎建物部分と駐車場部分約1，000滴について発掘調査が行われている。遺構としては溝状遺構、

土坑、ピットなどを検出している。時期は、古墳時代後期から近世に至るまでのものであるが、古墳

時代後期の遺構は土坑墓1基のみである。なお、溝状遺構の中には、これまでの発掘調査によって指

摘されていたように、建物を囲擁する可能性があるものも検出されている。

以上のように天神遺跡は、東西約450m、南北約600mの広範囲に及び、弥生時代中期中葉から近世

に至るまでの長期間、連綿と集落が営まれていることが明らかになっている。しかし、遺構、遺物の

出土状況から考えると、弥生時代の居住域は遺跡の北東部に集中している傾向にあり、奈良時代以降

については、西部や南部に多く検出されている。各時期における生活の場が、複合している地域があ

るにしても、大局的にみると前述のように二極化していることは、今後も注視していく必要がある。
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第2図　天神遺跡の発掘調査例位置図

1．建設省職員宿舎建設工事に伴う調査（1994）2．出雲市駅付近立体交差事業に伴う調査（1994）3．建設省新庁舎建築に伴う調査（1985～1986）

4．島根医大教職員宿舎建設に伴う調査（1975第1調査区）5．（1975、第3調査区）6．海上地区土地区画整理事業に伴う調査（1971、第1調査地区）

7．（1971、第2調査地区）8．（1971、第4調査地区）9．（1971、第3調査地区）10．建設省職員宿舎建設に伴う調査（1981）11．0971、第6調査地区）

12．（1971、第5調査地区）13．（1975、第2調査区）14～17，19塩冶地区遺跡詳細分布調査18．出雲考古学研究会による調査（1978）
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III　調査に至る経緯

平成5年（1993）11月22日、出雲土木建築事務所より出雲市駅付近連続立体調査事業に伴う埋蔵文

化財の有無について照会を受けた。事業予定地の一部には周知の遺跡である天神遺跡が含まれている

とともに、遺跡の範囲がさらに広がりをもつ可能性があるため、試掘調査によって遺跡の範囲、遺構

検出レベルの確認をすることとした。

試掘調査は、平成6年（1994）2・月15日から4日間に亘り、周知範囲内に3ヵ所、範囲外に6ヶ所

の計9ヵ所のトレソチを設定して行った（第3図）。その結果、周知範囲内のトレソチでは、弥生土

器、土師器、須恵器、陶磁器などが検出された。また、周知範囲外に設定した第4、5、6トレソチ

からも土師器、須恵器、陶磁器などが出土した。しかし、さらに東側に設定した第7～9トレソチで

は、遺物、遺構とも検出されなった。

試掘調査の結果から、事業者である出雲土木建築事務所と出雲市教育委員会、島根県教育委員会の

三者で協議を重ね、第1トレソチから第6トレソチに至る全長約270mの区間について発掘調査する

ことで合意した。また、調査現場はすぐ北側に平行してJR山陰本線が通っており、大変危険である

こと、工事の遅延が許されないことから、実際に工事を請負うJ R出雲工事事務所とも調査方法、期

間などについて協議を重ねた。そして、列車往来時には作業を一時中止し、列車見張員を置くこと、

調査期間は平成6年（1994）4月から同年10月までとすること、掘削が深くなる場合は切梁を設置す

ることなどを確認した。

発掘調査に至る手続きについては、まず、埋蔵文化財発掘の通知（文化財保護法第57条の3）が事

業者である出雲土木建築事務所から平成6年（1994）3月1日付で提出された。出雲市教育委員会で

はこれを受け、埋蔵文化財発掘調査の通知（同法98条の2）を同年3月15日付で文化庁長官へ提出し

ている。また、事故防止のため、同年5月11日付でJR出雲鉄道部、出雲土木建築事務所、出雲市教

鮒 革 ，魁帽住宅話 頭 血こ，l ［

。［莞佐田町立佐田賀　 旧
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第3図　試掘トレンチ位置図
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育委員会の三者で覚書を交わしている。

発掘調査は、平成6年4月から準備を進め、同年5月16日から開始した。区間は全長270mにも及

ぶため踏切、用水路などで便宜上4区分し、西からそれぞれA区～D区とした（第4図）。また、工

事の都合上、B区から着手し、続いてC、A、D区の順に調査を進めていった。各区の調査面積はA

区が幅6mx45mの270rrf、B、C、D区が6mX50mの300rrfであり、総面積は約1，200lTfである。調

査地はかつて旧山陰本線が複線となって通っていた所であり、50cm～80cmの盛土がしてあったため、

重機によって盛土を取り除き、排土した。その後、各区間の東西中央部に5m間隔、南北に2．5m間

隔の2．5×5mのグリッドを設定したのち、発掘調査を進めていった。そして、猛暑とA区、C区に

ついては水処理に悩まされながらも、同年10月31日に調査を終了した。

第4図　発掘調査区及び位置図

註

（1）「出雲市天神遺跡」　出雲市教育委員会　（1972年）

（2）「天神遺跡」　出雲市教育委員会　（1977年）

（3）「天神遺跡の諸問題」　出雲考古学研究会　（『古代出雲を考える』11979年）

（4）「天神遺跡発掘調査報告書」　出雲市教育委員会　（1982年）

（5）「天神遺跡発掘調査報告書Ⅳ」　出雲市教育委員会　（1986年）

（6）「塩冶地区遺跡分布調査II」　出雲市教育委員会　（1987年）

（7）「天神遺跡第8次発掘調査報告書」　出雲市教育委員会　（1996年）
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風区の調査

‾虹　調査の概要

A区では、西10mから東にかけて何回かの削平を受けており、遺構面をその都度確認した。最下層

には自然流路を利用したと思われるような大藩など弥生時代中期中葉から後葉にかけての大規模な遺

構が検出された。次に7層下、5層下にて削平が行われ、それぞれ溝状遺構、柱穴跡などが確認され

た。柱穴跡は建物となりうるものは皆無であった。1～6層までは耕作土である。以下、上層の面単

位に詳細を記載していく。

第5～7国土層断面図土色

1層　黄灰色土

2層　灰黄色土

3層　黄灰色土

4層　にぷい赤褐色土

5層　灰褐色土

6層　暗灰褐色土

7層　にぷい黄褐色土

8層　黄褐色土

9層　黄褐色砂質土

10層　青灰色砂

11層　にぷい黄色砂質土

12層　上層一にぷい黄橙色土　下層一黒褐色土

13層　橙色粘土

14層　黒灰色粘土

15層　暗黄褐色土

16層　灰黄褐色土

17層　黄灰色土

a層　明褐灰色土（後世の耕作溝）
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11・12

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第5図　A区1～3Gr遺構平面図及び土層断面図（赤色は弥生時代遺構）



道状遺構

A－七4

SDO3

も

大満て

七7

七デーA’

七7

第6図　A区4～6Gr遺構平面図及び土層断面図（赤色は弥生時代遺構）
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七7

A－七7

第7図　A区7～9Gr遺構平面図及び土層断面図（赤色は弥生時代遺構）
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2．遺構と遺物

5層下確認遺構

SDOl（第8図）

b◎C－1Grで検出し、5層下8層に掘り込んでいる。幅0．5～

1．0m、深さ0．09～0．24mでcIGr内で立ち上がり、N－500－W

方向に延びている。

遣物は、土師器の破片が数点出土したのみである。

SDO2（第9図、第10図）

ae b－1、C2Grで検出し、5層下8層に掘り込んでいる。幅

0．4～0．9m、深さ0．09～0．28mでN－600－W方向に延びている。

西側では3又に分かれ東側はSD03へとおちていく。SD03との新

旧関係は不明である。blGr内でSD02にほぼ直行するのは堅く

締まったところであり道状の遺構の残骸ではないかと思われる。

A－1は白磁の碗の底部である。底部内面に上薬をとるかきと

りをおこなっている。小片のため形を復元することはできなかっ

たがSDO3出土A－3とほぼ同時期のものである。A－2は弥生

土器の底部破片と思われる。小片だけれど焼成後に穿孔している。

内外面ともナデ調整で外面には布痕が残っている。その他弥生土

器片、土師器片が数点出土している。

SmO3（第日図、第12図）

a～d－2～4Grで検出し、5◎6層の下7層に掘り込んでい1．暗褐色土

る。幅7．8～9．0m、深さ0．4～0．5mを測る。西壁はN－350－W

方向に東壁はN－200－W方向に延びている。またこの下に弥生

時代の自然流路を利用した大藩があり、後世に地盤を強化するた

＿　－A

Olm

ヒ」＿＿＿」＿」⊥」

第8図　SD01実測図

めか橙色と黒灰色の粘土を敷き固め、その上には少々しまった層が堆積している。

土師器杯（A－3◎4）。A－3はほぼ完形で伏せた状態で出土した。底部糸切り痕で板の当たっ

た痕跡が残っている。立ち上がりまっすぐで胴部でわずかに膨らみロ綾部は外反する。12世紀代に位

置づけられよう（1）。A－4は底部片である。底部糸切り痕で立ち上がりがまっすぐであるがA－3に

比して厚みがあり色調も暗いため安易に杯とは特定できない。時期は不明。

素焼きの措鉢（A－5◎6）。A－5は、ロ綾部片で端部はわずかにくぼみがあるが平坦に仕上げ

てあり断面矩形。ロ綾部付近はナデ調整のみであるが、以下は荒いパケ目のような揺目が施してある。

外面は風化し剥落しているため調整は不明である。A－6は、片口部である。端部はわずかにくぼみ

のある平坦面で断面矩形、両側を固定して外側へ引き出して片口としている。ロ綾部はナデ調整であ

るが直ぐ下からは横方向の荒いパケ目のような揺目が施されている。外面は荒い縦方向のパケ目のの

ち、端部からヨコナデによりパケ目の上部を撫で消している。13世紀以降のものであろう。
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A－7は弥生中期中葉

の壷の頸部である。頸部

に刻目貼付突帯文が4条

以上あり、2本1対の棒

状の粘土紐を突帯の最下

位からその上にかけて貼

り付けてある。刻目には

規則性はなく連続に刻ん

ではいるが不揃いである。

、「一丁こ才
A－1

三
、二〇二⊂○＿＿＿A－2

0　　　　　　　　5cm

ll　－1．－1

第10図
SDO2遺物実測図

胴部はナデ調整のち

に縦パケ、のちに4～5本単位の沈線を1条突

帯に平行させている。内面ナデ調整。この遺物

は古い層からの混入品と思われる。その他土師

器片、須恵器片、土鍋片、陶磁器片、唐津焼片

など。

SDO3下12層中出土のA－8は土師器賓のロ

線部片である。分厚い作りで胎土に砂粒子を多

く含んでいる。頸部から外反して立ち上がり、

内面は頸部以下ケズリのち頸部及びロ綾部ナデ

調整、外面は基本的にナデ調整であるが頸部に

粘土の貼り付けた痕跡が厚めに残ったようでそ

れを削ったケズリ痕が残っている。

SDO4（第13図、第14図）

a～d－4Grで検出し、5層下7層に掘り込

んでいる。幅0．9～1．1m、深さ0．33～0．38mを

測り、N－100－W方向へ延びている。

A－9は暗灰緑色の粕のかかった唐津焼の皿

の底部である。外面下半部にも上半部から垂れ

下がった粕が観察できるが内面よりも明るい色

調である。内面には重ね焼き時の砂目積痕が明

瞭に残っている。高台が低く外径の稜線は不明

瞭である。17世紀前半に位置付けられよう。そ

の他土師器、須恵器の小片が数十点出土して

いる。
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、、＼＝去ク′
A－4

留イ

A－5

0　　　　　　　5cm

】Il1－－」

第12図　SDO3（A－3～7）及び12層中（A－8）出土遺物実測図

SDO5（第15図、第16図）

a～d－9Grで検出し、5層下に掘り込んでいる。幅0．9～1．8m、深さ0．19～0．52mを測り、N－

200－W方向へ延びている。北方向に幅広く南方向に幅が狭くなっていくので南方向で立ち上がるか

もしれない。また北端の下がった部分は土坑状を皇しているが性格は不明である。

A－10は磨製の石製品である。石材は砂質の凝灰岩（2）で石鋸かもしれない。半分は欠損している。

周縁もかなり剥落しているが、右側縁下方向の裏面への剥離痕は古そうなので一次使用時のものかも

しれない。その他須恵器、弥生土器の破片が数十点、土師器片が数点出土している。

道状遺構（第17図）

a～d－4、C◎d－5Grで検出し、5層下7層上面より検出した。周囲の堆積土に比べて白っぽく

バリバリと締め固めたような範囲が幅0．9～1．5mで帯状にN－200－W方向へ拡がっており、また土

層の観察より0．4mの厚さを測った。人工的に締め固めたようなので道状遺構とした。

出土遺物は、土師器片、須恵器片数点のみであり、時期を決定するまでにいたらない。

7層下確認遺構

SDO6（第18図、第19図）

SD03を検出中にa～C－2、a～d－3Grで確認した。SD03の最下層から掘り込まれており履土が

SD03の最下層とは違うため一応SD03とは別の遺構とした。幅1．7～1．9m、深さ0．37～0．52mを測り

N－200－W方向でSD03に平行しているため側溝のようにも見える。

A－11は弥生中期中葉の賓口綾部片である。頸部から「く」の字にロ綾部が曲がり端部は断面矩形
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第13図　SDO4実測図

となっている。口縁端部が肥厚し始める直前の

ものと思われる。内面頸部は明瞭な稜線をなし

ており調整は現存内では全てナデ調整である。

外面口縁端部からロ緑2／3にかけて煤が付着

している。その他弥生土器胴部片2点のみであ

る。SD06の下には弥生中期の遺構があるため

この3点は全て弥生中期の遺構からの混入品で、

SD06としての遺物は皆無である。

1．暗褐灰色土
2．暗灰黄色土

3・黒褐色ブロック　　　　0

第15図　SDO5実測図

＼、＼望壷＝蜜9
0　　　　　　　　5cm

［二i　一　一】＿！

第14図

・′領国逗汐

第16図

0　　　　　　　　5cm

ト11－1！

SDO4出土遺物実測図　　　　　SDO5出土遺物実測図
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第17図　道状遺構実測図

5m07　◎　08　◎09（第20図、第21図）

b～d－4Gr内で3条の溝が接近して並達している。

7層下で削平されているため3条の溝の新旧関係は不明
第18図　SDO6実測図

瞭である。SD07は幅1．3～1．6m、深さ0．23～0．39mを測り、SD08は幅0．6～1．0

m、深さ0．2～0．66mを測り、N－150－W方向へ延びている。SD09は幅1．2～

1．3m、深さ0．5～0．63mを測り、N－100－W方向へ延びている。

A－12はSDO7出土の須恵器の高台付杯の底部である。極低い高台に胴部が直

立気味に立ち上がるものと思われる。底部は回転台から切り離したのちにへラナ

＝許A二：
；1－1－i

第19図
SDO6出土遺物実測図

デ調整（？）を加えているため切り離し方法は不明である。また底部には調整時のへラ状工具痕が残っ
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ている。その他須恵器、

土師器、古式土師器の

小片が出土したのみで

ある。SD08。09の出

土遺物もSDO7同様小

破片のみである。

SDlO（第22図）

b～d－5Grで検出

し、7層下より掘り込

みSDllを切る。幅0．5

～0．9m、深さ0．18～

0．31mを測り、N－200

－W方向へ延びている。

通し土層断面図より観

察するとSDlOの上面

には堅くなった層があ

る。これは後世に地盤

を強化するために締め

固めたものであろう。

出土遺物は、土師器、

須恵器の小片が十数点

のみである。

SD‖（第23図）

b～d－5Grで検出

し、7層下に掘り込み

西半分はSDlOに切ら
第20図　SD07。08e O9実測図

れている。幅1．6～1．9

m、深さ0．36～0．5mを測り、N－200－W方向へ延びている。

遺物は、土師器、須恵器、弥生土器の破片が数十点出土している。

SD12（第24図）

C5Grで検出し、7層下より掘り込んでいる。C5Gr内南方にて立ち上

がりを確認したが北方のb5Gr内では確認できなかった。幅0．3～0．64m、

深さ0．23mを測り、ほぼ南北方向へ延びている。

＼、「　－」＝＝三㌢

0　　　　　　　　　5cm

ト＿－　一　題　－i

第21図

SDO7出土遺物実測図
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1．褐灰色土
1m

』［こロ』

第22図　SDlO実測図

〕‾A

1．灰褐色土
2．褐灰色土
3．暗灰色土 0　　　　　　　　　　1m

ヒrrrT　⊥∃

第23図　SDll実測図

出土遺物は、弥生

土器小片が2点のみ

であるが、SD12の

下には弥生中期の遺

構があるための混入

品と思われる。SD12

の遺物は皆無である。

SD13（第25図）

a e b－5Grで検

出し、7層下より掘

り込んでいる。a◎

b－5Gr内では確認

できるが、C5Gr内

では確認できなかっ

た。幅0．14～0．2m、

深さ0．08mを測り、

N－200－W方向へ

延びている。

出土遺物は皆無で

あった。

S［〉掴（第26図、

第27図）

a◎b－8、b～C

－9Grで検出し、

7層下に掘り込んで

いる。またSD15及び東側の遺構の覆土と思われる層を切っている。C8Gr

内で立ち上がるが、幅0．9～2．2m、深さ0．16～0．56mを測り、N－300－W

方向へ延びている。

A－13は土師器賓口綾部である。SD15出土の破片と接合したものである

がSD15としては上面での出土であるのでこのSD14からの混入品と思われる。

頸部から外傾し1／3上位にてわずかに内湾させ立ち上がる。口綾部ナデ調整

だが部分的にパケ目調整痕が残り、頸部以下内面はケズリ調整である。ロ緑

0

」　　　　部外面に煤が付着している。その他、土師器の破片を中心に須恵器片2点、

第24図　SD12実測図　弥生土器片が出土している。弥生土器はSD15のものと思われる。
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1m

L】l　－　一　つ

第25図　SD13実測図

ヽ

0　　　　　　　5cm

i　一一　一　一　一　ニ」

第27図　SD14出土遺物実測図

最下層の遺構

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ1－1－；　　　－　」

第26図　SD14実測図

大溝1（第28図、第29図）

a⑳b－2、a～d－3◎4Grで検出した。SDO3、SDO3下12層、13層、14層、SDO6、07などに切ら

れて両側の立ち上がりは不明だが、7層の下9層以下に掘り込んでいる。幅6．0m、深さ0．9mを測り、

N－200－Wの方向に延びSD03と並走している。大藩1の底部以下は地山のシルト質層を掘りきって

荒砂まで到達している。この荒砂から弥生土器が集中的に出土しているので、大藩1はこの荒砂の自

然流路を利用しており、また砂と粘質土が交互に堆積しているので、ある程度の流水状態であったと

思われる。

弥生土器壷（A－14◎15◎16）。A－14は壷の頸部である。「ノ」の字の刻目のある貼付突帯文が4

条ある。断面三角形の突出部はあまくなりわずかに丸味を帯びている。外面ナデ調整と思われる。内

面頸部以上は横方向のミガキ、頸部以下は剣落しているため不明である。A－15は広口壷の無文のロ

綾部である。端部はわずかに上下に肥厚している。内外面ともナデ調整と思われる。A－16はロ緑が

単純に外反するものである。外面は胴部縦方向のパケ調整、以外はナデ調整、内面は不明である。

弥生土器賓（A－17～22）。A－17～19は頸部が「く」の字に屈曲しロ縁端部断面矩形のものであ
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る。胴部外面縦方向のパケ調整、以外はナデ調整と思われる。A－17はわずかに肥厚した端部平坦面

にクシ状工具による刺突文が規則的に施されている。外面口綾部には連続2ケの左斜め上方から削り

だし連続逆「L」字様のものが文様的に施されている。8cm四方の土器片であるため連続的に施され

ている文様であるか不明である。A－20～22は頸部が「く」の字に屈曲しロ縁端部は心持ち上方へ引

き上げている。胴部外面はA－20は不明だが他は縦方向のパケ調整、以外はナデ調整と思われる。A

－17～19よりも古てのものであろう。

A－23は弥生土器鉢の口綾部である。ほぼ直立した胴部からロ綾部に移行し、端部は内外に肥厚さ

せ断面逆三角形の平坦面を皇し、口唇部に刻目を施している。また口綾部と胴部の境目に指頭圧痕文

帯が施されている。

その他弥生中期中葉の土器片が数十点出土している。

大溝2（第30図、第31図）

b◎C－4、b～d－5◎6Grで検出し、7層下9層に掘り込まれている。新しい遺構に切られてい

るため西側の立ち上がりがはっきりしないが9層が自然に東側へ落ち込むところとしたい。大藩2の

1層以下は全体に砂質土に変わり色調も灰色が強くなり白っぽくなってくる。また流水があったと思

われるような粘質土の薄い層が互層状に入り込んでいる。地山としての9層、シルト質層を掘り込み、

底部は荒砂まで達している。中央より西寄りに溝を2条に分けるようなステップ状の面があるため断

面はW字状で、幅6．0～6．3m、深さ0。42～0．9mを測り、N－350－W方向へ延びている。大溝1に

＼　　　　A－14

I‾：＿：：て

A－19 ＝賢一2。

第29図　大溝1出土遺物実測図

27



ほぼ並行している。

A－24は直口壷の上方部である。かなり張り出した胴部から頸部を明瞭に区別するため強いナデに

よりくびれさせ、そのままわずかに外傾させ外面には膨らみをもたせながら端部を引きのばす。胴部

上半は張り出しのために分厚く作られている。外面、内面口線部はナデ調整、内面頸部以下胴部上位

はケズリ調整である。外面及び内面口綾部には朱塗りが施されている。古墳時代初頭のものなので、

大藩2の上位7層の混入品と思われる。その他は全て弥生土器破片であり、詳細な時期の判るものか

らすると弥生中期中葉から後葉と思われる。

Sm15（第32図、第33図）

b～d－7　◎8Grで検出し、7層下9層に掘り込み、SD14に

切られている。幅2．3～2．5m、深さ0．65～0．72mを測りN－

300－W方向へ延びている。断面は漏斗状を呈している。

A－25は弥生土器壷のロ綾部である。大藩2から出土した破

－　　0　　　　　　　5cm

！1】l t」

第31図　大藩2出土遺物実測図
片と接合した。外傾してのびる長めの頸部からロ縁部に移行し、

端部は肥厚し平坦面をつくる。断面の粘土紐の観察より、現状の断面厚さの半分位の粘土紐をのばし、

ロ縁端部で平坦面を作りながら内側に折り曲げ頸部下位まで引き下げて貼り付けるという成形法をとっ

ている。平坦面は無文であるが、口唇部に刻目文がある。頸部には断面三角形刻目貼付突帯文が4条

施してある。外面頸部ナデ調整、頸部下で貼付突帯文直下縦パケのちナデ調整、内面頸部ナデのち部

分的に横パケ調整である。A－26は弥生土器賓口縁部でかなり薄手の器壁を有するものである。「く」

の字に外反したロ綾部から端部を上方向に引きのばし丸く納めている。A－27◎28はしっかりした平

底の底部である。内面指押さえナデ調整、A－28は外面胴部縦方向のへラミガキのち底部近くにふた

まわりのナデ調整を施し、底部はナデ調整。A－29は脚部と思われる。外反気味の脚部に上向きに反っ

た裾部がつく。外面指押さえで成形しナデ調整、内面脚部ケズリ、裾部ナデ調整。A－30は一応磨石

としておく。握りやすい球状の礫でほぼ全体に研磨痕あり。更に縁辺部には敲打痕があるので、擦り

潰しと叩きの両方に使用されたものであろう。石材は変質細粒砂岩。A－31は土師器聾のロ縁部片で

ある。分厚く短めのロ綾部で、外面及び内面口緑部はナデ調整、内面頸部以下は荒いケズリ調整であ

る。この遺物は上面よりの出土なので7層又はSD14からの混入品と思われる。その他弥生土器片ビ

ール袋1袋分出土している。

土坑1（第33図、第34図）

d8Grで検出し、8層下より掘り込まれている。ほとんど調査区外へ拡がっていくが現状では径

0．8×1．1m以上、深さ0．46mの楕円形であろう。性格は不明である。

A－32は弥生土器壷の頸部であろう。はっきりとした断面三角形の貼付突帯文が現状で2条施して

ある。外面胴部縦ハケ調整、内面頸部及び胴部はナデ調整、頸部と胴部の境界付近はパケ目が部分的

に残っている。その他、弥生土器片が数十点出土している。
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1．灰褐色土
2．明灰褐色土
3．日灰褐色砂質土

2m

第32回　SD15実測図

遺構外出土遺物

全体土層断面図の1～8層中より出土した遺物である。全層より各種額の遺物が出土しているので

遺物の種類毎に記載していく。

弥生土器⑳古式土師器（第35図）

A－33～36は弥生中期中葉の土器である。A－33は壷のロ縁部で、外傾してのびる長めの頸部から

口縁部に移行し、端部は肥厚して平坦面をつくる。頸部には断面三角形刻目貼付突帯文が施され、上

位3条は剥がれた痕跡があり下位1条のみ残っている。計4条以上であるが、これまでこのタイプの
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二二

A‾30　　寒

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

A－31

第33図　SD15（A－25～31）及び土坑1（A－32）出土遺物実測図

A－29

突帯文は4条より多くは施していないため4条が定則で

あったと思われる。内外面ともナデ調整であるが、内面

は1．2mm幅の強いナデ調整である。A－34は賓のロ緑部

である。あまり張りのない胴部から「L」字状に屈曲し

たロ綾部に移行する。端部はわずかに引きのばし気味に

おえている。頸部以上は内外面ともナデ調整、頸部以下

は内外面ともパケ調整で、外面は格子状に内面は斜め縦

方向にしている。A－35◎36は底部片である。平底で、

外面底部以外はミガキ調整である。A－37は賓の口緑部

片である。頸部から「く」の字状に外債している。内外
第34図　土坑1実測図

面ともナデ調整。薄手で、焼成良好で断面が灰色となり

堅緻なため、弥生中期中葉のものか古式土師器系統のものであるのか不明である。A－38は複合口緑

を残している古式土師器の壷のロ綾部である。直立気味の立ち上がりから複合口縁を意識して上下の

強いナデにより突出部を突出させ、端部は平坦に仕上げている。内外面ともナデ調整である。

土師器（第36図）

A－39は脚部分が剥ぎ取れてしまっているが足高の高台の付いた杯である。全体に風化して磨滅が

ひどいが底部には糸切り痕がみえる。11世紀のものであろう。A－40～48は底部静止及び回転糸切り

痕のある杯の底部片である。小片であるため詳細は不明である。
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須恵器（第37図）

A－49～52はかえりのつく杯身である。A－49は器高が低くなり底部調整を省略する段階のもので

ある。A－51はロ緑部の小片であるが復元径からかなり小ぶりのものとなった。かえりのつく杯身の

最終段階のものである。A－50◎52は小片であるが、ロ縁の大きさ、形よりA－50は前著のA－52は

後者の範噂であろう。

′

、＼遽d＿∵∠筑＿。5

＼＼

＼＼よ∠ク′′
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第36図　土師器実測図
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第37図　須恵器実測図

A－53～55は杯蓋である。A－53はかえりがあり、復元径が15。6cmあるので小ぶりのものが再び大

きくなった後のものであろう。A－54は輪状つまみのあるものである。A－53に比して器高が少々高

いようである。あるいはA－55のまっすぐな立ち上がりの蓋口綾部と同一個体であるかもしれない。

3片とも同時期のものと思われる。

A－56～61はかえりのつかない杯身である。A－56◎57はロ綾部で、端部が屈曲し丸味のある椀形

に近い器形のものである。A－58～60は底部でともに角に稜線をもつものである。A－58は底部へラ
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第38図　陶磁器実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

A－74

切り技法で、×印のへラ記号がある。A－59～61は底部回転糸切り技法である。A－61は生焼けで還

元しえず赤褐色を呈している。

A－62～65は高台のある杯底部である。A－62は内寄りにまだ脚足の長めなしっかりした台が外に

張り出し気味に

つき、底部回転

糸切り技法であ

る。A－63′～65

は短い高台が底

部外縁に移動し

たものである。

底部は糸切り技

法と思われるが

不明瞭である。

A－66は高台

付長頸壷の胴部

である。胎土に、

杯とは違い、徴

砂粒子を多量に

含んでいる。

A－67は賓の

ロ緑部である。

「く」の字に曲

がった頸部から

ロ緑端部は丸く
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A－80

第39図　石製品実測図
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おさまる。胴部が残存してなくタタキ目が不明なのとこの種の目線端部の例がなく、時期は不明で

ある。

陶磁器（第38図）

A－68は中世常滑焼の肇の底部片である。底部と胴部の境にはへラ状工具による押さえが

施してある。

A－69◎70は中世備前焼である。A－69は賓の口綾部で、端部を丸く折り曲げ玉線状に仕上げてい

る。A－70は胴部破片で、外面はナデ調整のあとへラで削ったような連続文が現状で1条施してあり

内面は格子目タタキで調整が施してある。

A－71◎72は中国製青磁片である。小片であるがA－71は杯か碗のロ綾部でにぷい緑灰色を呈して

いる。A－72は皿の胴部片でゆるく「く」の字状に外反している。透明感がありヒビ割れ状のみえる

明るい緑灰色を皇す。

A－73◎74は肥前系唐津焼の高台付皿または碗である。A－73は暗線灰色の施紬で見込みに重ね焼

きをする際の砂目積痕が残っており底部は削り出しによって低い高台を成形している。A－74は透明

感のある灰色の施紬で内面中央は紬がかき取られたかのように無粕であり橙色となっているが、これ

は焼成時のものであるのか塗布されたものであるのかわからない。高台を高くするために外周を削り

だし端部は断面三角形となっている。

A－75～77は近世の陶器である。A－77は黄色みを帯びているがそれぞれ緑灰色の施紬で、A－75

は壷額の胴部、A－76⑳77は皿または碗の高台付底部片である。

石製晶（第39回）

A－78～80は安山岩製の現状で全面に研磨した使用痕のある礫石器である。A－78◎79はかなり重

量があるので台石として使用したであろう。A－80には表裏中央部分と縁辺部分に敲打痕もあり、前

者の台石とのセットとしての磨石であろう。

A－81◎82は凝灰岩の現状で全面研磨痕ある石器である。ともに刃痕があるので砥石として使用さ

れたものであろう。A－82は一側面が切られたような鋭い面を皇し、他の一側面は研磨による刃部状

のところを平行に刃痕を残しているので、もとは刃部をもつ石器であったかもしれない。

註

（1）土師器、陶磁器額に関しては、島根県埋蔵文化財セソターの西尾克己氏、広江耕史氏から御教示ご指導頂いた。

記して感謝いたします。

（2）石材の鑑定は、出雲市教育委員会の山本順三氏にお願いした。

3．，小　　結

I l期

弥生時代中期中葉から後某の時期であり、大溝1◎2、SD15、土坑1を当該期とする。

3条の溝状遺構は並走しており、出土土器からもほぼ同時期に機能していたと思われる。またこの
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3条の溝状遺構は規模からすると、おそらく集落を囲擁する環濠であろう。特に大藩1及び大溝2は

現状でも幅が約6mあるのでかなり大規模な環濠である。調査区の短辺方向にしか延びておらず、こ

れらの環濠がどの方向へまた最後まで並走したままであるのかなどは不明である。今後の調査に期待

したい。

この区でのI期としての他の遺構としては土坑1を検出したのみである。この土坑は調査区外へか

かっているため性格を掴むまでには至らなかった。

II　期

確実な時期は不明であるが、須恵器及び土師器が出土しており、陶磁器額が全く出土していないの

で、上限をそれまでとしたい。SDO6～14、b4GrPl、C4GrPl eP2、d4GrP3　◎P4を当該期と

する。

9条の溝状遺構及び5穴の柱穴跡はほぼ並列しているので、なんらかの関連性はあると思われるが

性格は不明である。

III　期

確実な時期は不明であるが、陶磁器額、素焼きの捨鉢、唐津焼きなどが出土しているので、上限は

近世としておきたい。5層下で確認したSDOl～05、道状遺構、alGrPl、blGrPl～P5、CIGr

Pl～PlO、dlGrPl　◎P2、b2GrPl　◎P2、C2GrPl eP2、d2GrPl　◎P2、d4GrPl　◎P2、

C5GrPl　◎P2、C9GrPl～P3、d9GrPl◎P3を当該期とする。

SD03はかなり幅広の溝状遺構である。そこへSD02がつながり排水機能としてのSD03があるよう

に思われる。道状遺構とSD04はほぼ並走しており、SD04は道状遺構の排水溝としての機能を考慮で

きよう。ただ相互の距離が少々離れているように思われるが、上部を削平され間隔が広まったと考え

るとよさそうである。柱穴跡がまとまって検出されているが遺構となりうるものはなかった。
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土器観察表

挿図番号 出土地 点 器　 種 法 量 （cm） 形 態 の 特 徴 胎土 。色調 e焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第10図

A － 1

S D O2 白磁碗 底径　 7．0 胎土密

白色　 焼成良好

上薬をとるかきと

り
第10図 S D O 2 土製品 残存長　 3．1 焼成後、上下から 徴砂粒子若干含む 裏面ナデ調整 弥生土器の底部

A －　2 穿孔 黄葉灰色

焼成良好

片の転用か

第12図 S D O 3 土師器杯 口径 12．1 立ち上がりまらす 1．2 mmの砂粒子含 内外面ともナデ調

A －　3 底径　 5．8 ぐで胴部でわずか

に膨らみ口緑部は

外反する

む

橙褐色

焼成普通

整

底部糸切り

第12図 S D O 3 土師器 口径　 6．0 底部から立ち上が 徴砂粒子含む 内外面ともナデ調

A － 4 杯または椀 り直線的 暗橙褐色

焼成普通

整

底部糸切 り

第12図 S D O 3 素焼き こね鉢形で、ロ縁 徴砂粒子わずかに 内面口綾部ナデ調

A －　5 捨鉢 端部は平坦面をも

つ

含む

にぷい黄橙褐色
焼成良好

整、以下は縦横方

向の揺目

第12図 S D O 3 素焼き 片口をもつ 徴砂粒子わずかに 外面、縦方向のハ 外方向へ引き出

A －　6 捨鉢 ロ縁端部は少 しく

ぼみのある平坦面

をもつ

含む

にぷい黄橙色

焼成良好

ケ目ののちロ綾部

ヨコナデ調整
内面、ロ綾部ナデ

調整以下縦横方向

の揺目

しただけの片口

第12図 S D O 3 弥生土器 頸部径15．6 横ひろがりの肩部 長石などの徴砂粒 外面頸部ナデ調整

A －　7 士竺E から筒状にまっす

ぐのびた頸部

4 条の刻目貼付突

帯文

2本 1対の棒状浮文

子含む

外面橙褐色、内面

黄橙褐色

焼成良好

肩部縦方向のパケ

目ののち5 本単位

の平行沈線文

内面ナデ調整

第12図 S D O 3 下 土師器 厚手の外反 した単 長石、石英などの 外面ナデ調整

A －　8 12層 饗 純口緑 1 ～ 2 mm大粒子多

く含む

にぷい黄橙褐色

焼成普通

内面頸部以下ケズ

リのち頸部及びロ

綾部ナデ調整

第14図 S D O4 唐津焼 底径4．8 高台が低く外径の 胎土密 重ね焼き時の砂目

A －　9 皿 稜線が不明瞭 外面褐色、内面暗

灰線色の寒由

焼成良好

積痕が残る

第19図 S D O6 弥生土器 頸部から 「く」の 長石などの徴砂粒 内外面ともナデ調 ロ緑部煤付着

A －11 饗 字に口縁部が曲が

り端部断面矩形

子含む

外面にぷい黄橙色

内面浅黄橙色

焼成良好

整

第21図 S D O 7 須恵器 底径7．7 極低い高台が外線 白色の徴砂粒子多 底部は回転台から

A －12 高台付杯 寄りに付いている く含む

灰色

焼成良好

の切り離 し後にへ

ラ調整を行ってお

り切り離 し方法は

不明
第27図 S D 1 4 土師器 口径19．7 頸部か ら外債 し 石英、長石などの ロ綾部内外面とも ロ綾部外面にこ

A －13 聾 1／3上位にてわず 徴砂粒子含む ナデ調整、外面は びり付いた様な

かに内湾 して立ち

上がる

外面暗褐色、内面

黄褐色

焼成良好

所々ハケ目観察で

きる

内面頸部以下ケズリ

煤付着

第29図 大溝 1 弥生土器 肩部から筒状に外 長石、石英などの 外面ナデ調整と思

A －14 －＝土ご竺E 傾しながらのびる

頸部

4 条の刻 目貼付突
帯文

A － 7 の退化形

1 mm大の砂粒子多

く含む

黄褐色 （断面黒灰

色）

焼成普通

われる

内面頸部ミガキと

思われる、以下は

不明
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挿図番号 出土 地点 器　 種 法 量 （cm ） 形 態 の 特 徴 胎土 e色調 。焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第 29 図 大溝 1 弥生土器 広口状に湾曲した 徴砂粒子含む 内外面ともナデ調

A －15 士竺E ロ綾部で、端部が

わずかに上下に肥

厚する

外面浅黄色、内面

暗灰黄色

焼成普通

整

第29 図 大溝 1 弥生土器 口径14．1 外反したロ縁部で 石英、長石、黒色 外面日録～頸部ナ

A －16 士当互 端部は丸くおさめ

ている

粒子などの徴砂粒

子含む

灰黄色

焼成普通

デ調整、以下パケ

目調整
内面は風化のため

不明

第29 図 大溝 1 弥生土器 口径31．8 頸部 「く」の字に 1 mm大の砂粒子多 外面胴部パケ目、

A －17 襲 屈曲し、端部わず

かに肥厚させる

端面にクシ状工具

による刺突文
外面 口綾部 に逆

「L 」字状文様 ？

連続したものか 2ケ

1対のものか不明

く含む

外面黄橙褐色、内

面灰黄褐色

焼成良好

以外内外面ともナ

デ調整

第29 図 大溝 1 弥生土器 口径30．1 頸部 「く」の字に 長石、石英、橙色 外面胴部パケ目、

A －18 賓 屈曲し、端部わず

かに肥厚する

粒子など、 1 mm大

の砂粒子を多く含む
淡黄色

焼成良好

以外内外面ともナ

デ調整

第29 図 大溝 1 弥生土器 頸部 「く」の字に 長石、石英などの 外面胴部パケ目、

A －19 饗 屈曲し、端部断面

矩形

砂粒子多く含む

外面淡黄色、内面

黄灰色

焼成普通

以外内外面ともナ

デ調整

第29 図 大溝 1 弥生土器 頸部 「く」の字に 長石、石英、雲母 風化著 しく調整不

A －20 賓 屈曲し、日録端部

心持ち上方へ引き

上げている

などの微妙粒子多

く含む

外面黄褐色、内面

灰オリーブ色

焼成普通

明

第29 図 大溝 1 弥生土器 口径23 ．3 頸部 「く」の字に 長石、石英などの 外面頸部以下ハケ

A －21 賓 屈曲し、端部はま

だ発達していない

徽砂粒子多く含む、

また 1～ 2 mm大の

長石少し含む

外面灰黄色、内面

黄灰色

焼成普通

目、以外は内外面

ともナデ調整

第2 9 図 大溝 1 弥生土器 頸部 「く」の字に 石英などの徴砂粒 外面口縁部ナデ調

A －22 聾 屈曲し、端部はま

るく上方にわずか

に引き上げている

子含む

外面浅黄色、内面

灰黄色

焼成良好

整、頸部以下パケ

目調整

内面口縁部ナデ調

整、頸部以下は風

化のため不明

第29 図 大溝 1 弥生土器 内湾ぎみの直ロロ 石英などの徴砂粒 外面は指頭圧痕文

A －23 鉢 緑

端部にしっかりし

たフラットな面を

つくり、口唇部に
刻目、その下方に

指頭圧痕文帯をめ

ぐらす

子多く含む

外面黄灰色、内面

窯灰色

焼成普通

帯の直上にパケ目

痕が観察できるが、

以外は風化のため

不明

口縁端部のフラッ

トな面と内面はナ

デ調整と思われる

第 31 図 大溝 2 土師器 口径9．6 かなり張り出した 石英を中心とした 外面、内面口綾部 外面、内面目線

A －24 直口壷 胴部最大径 胴部に外醸してまっ 1 mm大の砂粒子含 ナデ調整、内面頸 部朱塗 り

16 ．0 すぐ立ち上がるロ

縁部

胴部上半はかなり

分厚い作り

む

外面、内面口縁部

赤軽色、以外黄褐色

焼成普通

部以下ケズリ

38



挿図番号 出土地 点 器　 種 法 量 （cln） 形 態 の 特 徴 胎土 ◎色調 e焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第33 図 大帝 2 弥生土器 口径20 ．0 外傾 してのびる長 石英、長石などの 外面頸部ナデ、貼 内面に黒斑観察
A －25 S D 1 5 ・＝土ご当互 めの頸部に口縁端

部は肥厚 し平坦面

をつくる

口唇部に刻目、頸
部に4 条の刻目貼

付突帯文を施 して

いる

徴砂粒子含む

外面淡黄色、内面

淡黄色

焼成良好

付突帯文の下にパ

ケ目調整

内面頸部ナデのち

部分的に横パケ目

調整

される

第33 図 S D 1 5 弥生土器 「く」の字に外反 徴砂粒子若干含む 外面胴部パケ目と

A －26 饗 したロ綾部から端

部を上方に引きの

ばし丸 くおさめて

いる

かなり薄めの器壁

を有する

ち密である

外面黒灰色、内面

暗黄褐色

焼成良好

思われる、以外は

ナデ調整

第 33 図

A －27

S D 1 5 弥生土器

底部

底径9．0

－

しっか りした平底 徴砂粒子含む

暗褐灰．色

焼成普通

全体にナデ調整と

思われる、特に内

面底部には荒いナ

デ調整痕が観察で

きる
第 33 図 S D 1 5 弥生土器 底径8．1 厚手のしっかりし 石英、長石など 1 外面はへラミガキ 内面底部は黒斑

A －28 底部 た平底 mm大の砂粒子多く

含む

外面橙褐色、内面

黄灰褐色

焼成普通

のちに底部まわ り

に底面と同じナデ

を施す

内面ナデ調整、指

頭圧痕あり

状

外面に煤付着認

められる

第 33 図 S D 1 5 弥生土器 外反気味の脚部に 徴砂粒子含む 外面指押さえで成

A －29 脚部 上向きに反った裾

部がつく

黒褐色

焼成普通

形したのちナデ調整

内面ケズリ調整
第 33 図 S D 1 5 土師器 分厚く短めに外債 長石、石英などの 外面、内面口綾部

A －3 1 饗 したロ綾部 砂粒子多く含む

橙黄褐色

焼成普通

ナデ調整、内面頸

部以下は荒いケズ

リ調整
第 33図 土坑 1 弥生土器 首の長い湾曲して 長石、石英などの 外面突帯文以上は

A －32 こ＝土ニー竺E 立ち上がる頸部で

ある。断面三角形

の貼付突帯文が 2
条施されている

徴砂粒子含む

黄褐色、断面黒灰

色

焼成良好

ナデ、それより下

はパケ目調整

内面は基本的にナ

デだが、部分的に

ナデの前に施され

たパケ目が観察で
きる

第35 図 C 7 G r 弥生土器 口径17 ．3 外傾 してのびる長 長石、石英など1 内外面ともにナデ

A －33 7 層 ここまこニー当互 めの頸部で、ロ緑

端部は肥厚し、平

坦面をつくる

頸部に 4 条の刻目

貼付突帯文あり、

ただ し上 3条は剥

がれて痕跡のみ

～ 3 mm大の砂粒子

多く含む

内面淡黄色、外面

淡黄褐色

焼成普通

調整、特に内面は

1、 2 mm幅の強い

ナデ調整

第35 図 c ed－ 9 G r 弥生土器 口径19．7 あまり張 りのない 徴砂粒子及び 1 mm ロ綾部は内外面と

A －34 8 層 賓 胴部から 「L 」字

状に強く屈曲する

ロ綾部、端部はわ
ずかに上へひきの

ばす

大の石英含む

淡黄色

焼成良好

もナデ調整

頸部以下は外面格

子状のパケ目、内

面縦方向のパケ目

調整
第35 図 C－ 7 e8 G r 弥生土器 底径8．5 平底 徴砂粒子含む 外面胴部へラミガキ 全体に瓦質のよ
A －35 7 層 底部 黒灰色、断面黄褐色

焼成普通

底部ナデ調整

内面風化のため不明

うな焼成

第35 図 C ・d－ 8 G r 弥生土器 底径6．2 しっかりした平底 徴砂粒子含む 外面底部ナデ調整 外面に窯斑あり
A －36 8 層 底部 外面黄褐色、内面

黄灰褐色

以外内外面ともへ

ラミガキ調整
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挿図番号 出土 地点 器　 種 法 量 （cm） 形 態 の 特 徴 胎土 。色調 e焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第35 図 b 8 G r 饗 かなり薄手のもの 徴砂粒子若干含む 内外面ともナデ調

A －37 7 層 頸部は 「く」の字

に屈曲する

淡黄褐色

焼成良好

整

第35 図 C 。d q 7 G r 古式土師器 口径14 ．5 直立ぎみの口縁端 石英などの徴砂粒 内外面ともナデ調

A －38 7 層 一こゴ＝ご当互 部はフラットな面

をつ くり、突出部

もわずかに突出さ

せて複合口縁とし

ている

子含む

暗黄褐色

焼成普通

整

第36 図 C 5 G r 土師器 底径7．7 脚部は剥ぎ取れて 橙褐色粒子を含み、底部回転糸切り かなり磨滅 して

A －39 7 層 高台付杯 詳細は不明である

が、杯部の底部は

上げ底

ち密

明橙褐色

焼成普通

割れ口が丸くなっ

ている

第36 図 c ed －9 G r 土師器 底径6．7 底部から1度直立 徴砂粒子若干含む 底部回転糸切り

A －40 8 層 杯 して胴部へと外傾

している

橙褐色

焼成普通

以外内外面とも回

転ナデ調整

第36 図 C ◎d －7 G r 土師器 底径6．5 底部から1 度直立 徴砂粒子若干含む 底部糸切り

A －41 7 層 杯 して胴部へと外傾

している

底部中央は薄く、

そのため内面は傾
斜がきつい

橙褐色粒子含む

焼成普通

以外内外面とも回

転ナデ調整

第 36 図 c ed －7 G r 土師器 底径5．3 底部からそのまま 徴砂粒子若干含み、底部回転糸切り 切 り離 し時に粘

A －42 7 層 杯 胴部へと外傾して

いく
底部中央は薄く、

そのため内面は傾

斜がきつい

ち密

褐色

焼成良好

以外内外面ともナ

デ調整

土塊を残す

第 36 図 b 3 G r 土師器 底径5．4 底部からわずかに 倣砂粒子若干含む 底部糸切 り

A －43 7 層 杯 直立し外傾 してい

る

淡褐色

焼成良好

以外内外面とも回

転ナデ調整

第 36 図 C－7 e8 G r 土師器 底径4．9 底部からそのまま 徴砂粒子若干含む 底部回転糸切り

A －44 7 層 杯 胴部へと外傾して

いる

淡白橙色

焼成普通

以外内外面とも回

転ナデ調整

第 36 図 b 4 G r 土師器 底径4．5 底部からそのまま 徴砂粒子若干含む 底部回転糸切り

A －45 4 層 杯 胴部へと外傾して

いる

淡白橙色

焼成普通

第 36 図 b 5 G r 土師器 庶径5．1 底部からわずかに 徴砂粒子若干含む 底部回転糸切 り

A －46 4 層 杯 直立し外傾 してい

る

にぷい橙褐色

焼成普通

内面回転ナデ調整

第36 図 C 3 G r 土師器 底径6．2 底部からそのまま 徴砂粒子及び橙褐 底部回転糸切 り

A －47 4 層 杯 胴部へと外傾して

いる

色粒子若干含む

淡橙褐色

焼成良好

以外内外面とも回

転ナデ調整

第36 図 C 4 G r 土師器 底径5．9 底部からわずかに 徴砂粒子含む 底部糸切り

A －48 1 層 杯 直立させて外傾し

ている

橙褐色

焼成普通

以外内外面とも回

転ナデ調整

第37 図 b 9 G r 須恵器 口径13 ．0 ロ綾部は内傾 し、 1 mm大の白色砂粒 底部切 り離 し末調

A －49 7 層 杯身 底部は丸みを帯び

ている

子含む

灰色

焼成普通

整

以外内外面とも回

転ナデ調整

第37 図 C ◎d － 7 ◎須恵器 微妙粒子若干含む 内外面とも回転ナ

A －50 8 G r

7 層

杯身 灰色

焼成良好

デ調整

第37 図 C ・d－ 8 G r 須恵器 口径9．0 徴砂粒子若干含む 内外面とも回転ナ

A －51 8 層 杯身 灰色

焼成良好

デ調整

第37 図 b 9 G r 須恵器 徴砂粒子若干含み、外面風化のため不

A －52 7 層 杯身 ち密

淡灰色

焼成良好

明

内面回転ナデ調整
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挿図番号 出土 地点 器　 種 法 量 （cm ） 形 態 の 特 徴 胎土 e色調 e焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第37 図 C 。dM 8 G r 須恵器 口径15．6 短めのかえりが直 徴砂粒子若干含む 外面休部上半はケ

A －53 8 層 杯蓋 立ぎみに付く 灰色

焼成普通

ズリ、以外内外面

とも回転ナデ調整
第37 図 d 8 G r 須恵器 つまみ径6．1 輪状つまみ 石英などの徴砂粒 外面休部上半はケ

A －54 8 層 杯蓋 1．5mm 幅の沈線 1

条めぐる

子含む

淡灰色

焼成普通

ズリ調整

内面ナデ調整

第37 図 b 8 G r 須恵器 ロ緑部短く直立す 徴砂粒子若干含む 内外面とも回転ナ

A －55 7 層 杯蓋 る 淡灰色

焼成良好

デ調整

第 37 図 C 2 G r 須恵器 口径14．6 丸みのある休部に 徴砂粒子含む 内外面とも回転ナ

A －56 4 層 杯身 立ち上がり深めで、

ロ縁部は 「S 」字
状に屈曲する

暗灰色

焼成良好

デ調整

第 37図 c ed－ 8 G r 須恵器 口径12 ．7 丸みのある休部に 徴砂粒子含む 内外面とも回転ナ

A －57 5 層 杯身 立ち上がり深めで、

ロ綾部は内側へ屈
曲する

灰色

焼成普通

デ調整

第 37 図 C ◎d－ 9 G r 須恵器 底径6．2 底部と休部境の稜 石英などの徴砂粒 底部へラ切り 鼠の底部の可能

A －58 8 層 杯身 線があまく、その 子若干含み、ち密 以外の外面ケズリ 性あり
まま丸みをおびて 青灰色、断面淡い 調整 底部に 「×」印

立ち上がる あずき色

焼成良好

内面ナデ調整 のへラ記号あり

第37 図 C4 G r 須恵器 庇径7．8 徴砂粒子含む 底部回転糸切り

A －59 7 層 杯身 灰褐色

焼成普通

以外の内外面とも

ナデ調整
第37 図 c ed－ 9 G r 須恵器 底径9．8 底部から直立ぎみ 徴砂粒子含む 底部回転糸切り

A －60 8 層 杯身 に休部が立ち上が

る

灰色

焼成普通

以外の内外面とも

回転ナデ調整
第 37 図

A －6 1

C 4 G r

2 層

須恵器

杯身

底径9．0 徴砂粒子若干含む

赤褐色

焼成普通

底部回転糸切り

第 37 図 b 4 G r 須恵器 底部内寄りにしっ 徴砂粒子含む 底部回転糸切 り

A －62 7 層 杯身 かりした長めの高

台が外に張 り出し

気味に付く

灰色

焼成普通

以外の外面回転ナ

デ調整

内面ナデ調整
第 37 図 b 9 G r 須恵器 底径9．9 短めの高台が底部 徴砂粒子含む 全体に回転ナデ調

A －63 7 層 杯身 外縁に付く 灰色

焼成普通

整

第 37 図 C 5 G r 須恵器 底径7．2 短めで内偵 した高 石英、長石などの 内面ナデ調整

A －64 2 層 杯身 台が底部外縁に付

く

徴砂粒子含む

暗灰色

焼成普通
第 37 図 C ◎d－ 8 G r 須恵器 底径8．4 短めで内傾 した高 長石、石英などの 内面ナデ調整

A －65 5 層 杯身 台が底部外縁に付

く

徴砂粒子含む

灰色

焼成普通

第 37 図 C 。d－6 G r 須恵器 長石、石英などの 外面ケズリ、内面

A －66 7 層 高台付長頸壷 徴砂粒子多く含み、

ち密

外面淡灰色、内面

青灰色、断面あず

き色

焼成良好

ナデ調整

第 37 図 C ◎d －6 G r 須恵器 口径15 ．0 「く」の字に曲がっ 徴砂粒子若干含み、外面風化のため不

A －67 7 層 確
瓦 た頸部からロ緑端

部は丸くおさめる

ち密

外面赤黒色、内面

暗赤灰色

焼成良好

明

内面ナデ調整
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挿図番号 出土地 点 器　 種 法 量 （cm ） 形 態 の 特 徴 胎土 。色調 e焼成 手 法 の 特 徴 備　 考

第38 図 d 5 G r 常滑焼 底径17 ．6 湾曲した底部から 石英、長石などの 底部未調整のため

A －68 4 層 饗 外開きに外傾して

いく

徴砂粒子多く含む

外面茶褐色、内面

灰褐色

焼成普通

か荒い

以外の内外面とも

にナデ調整、底部

付近をへラ状工具

にて押さえている
第38 図 b 4 G r 備前焼 ロ縁端部を丸く折 徴砂粒子若干含む ナデ調整

A －69 7 層 饗 り曲げて玉線状に

している

暗赤褐色、断面黄

灰色

焼成良好

第38 図 C 3 G r 備前焼 徴砂粒子若干観察 外面へラ状工具に

A －70 1 層 饗 できる

暗赤褐色

焼成良好

よる刺突文、ナデ

調整

内面格子状のタタ

キ調整
第38 図 b－ 4 e5G r 中国製青磁 口径16 ．7 ロ縁端部はわずか 胎土ち密 内外面とも施粕

A －71 5 層 杯または碗 に外反し、のば し

ておえる

にぷい緑灰色、断

面白灰色

焼成良好

第38 図 c ed －9 G r 中国製青磁 頸部が 「く」の字 胎土ち密 内外面とも施寒由

A －72 1 層 皿 に外反する 明線灰色、断面自

灰色

焼成良好
第38 図 d 4 G r 肥前系唐津焼 底径4．4 削り出しによる低 胎土ち密 外面上半及び内面

A －73 層不明 高台付皿また

は碗

く小さな高台 外面淡褐灰色、内

面暗線灰色

焼成良好

に施粕

見込み部分砂目標

痕残る

第38 図 b 4 G r 肥前系唐津焼 底径5．3 高台を高くするた 胎土ち密 回転ナデ調整

A －74 7 層 皿または碗 めに外周を削り出

し、接点は断面三

角形となる

内面透明な灰色細）、

中央は橙色

外面淡灰色

焼成良好

内面施紬 している

が、見込み中央は

粕剥ぎをする

第38 図 C 6 G r 近世陶器 胎土ち密 内外面とも施粕

A －75 2 層 士竺E 緑灰色、断面白灰

色

焼成良好

素地胴部に数条の

沈線が施してあり、

それが暗部的な文

様となっている

第38 図

A －76

表採 近世陶器

高台付皿また

は碗

底径4．6 小型のもの 胎土ち密

外面淡灰色、内面

緑灰色

焼成良好

内面施粕

第 38 図 C－6 e7 G r 近世陶器 底径5．2 径のわ りには小さ 胎土ち密 内面施寒由

A －77 2 層 高台付皿また

は碗

く高めで直立した

高台

外面淡灰色、内面

黄緑灰色

焼成良好
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石器一覧表

挿図番号 出土 地点 器　 種 遺 存 状 態 石　　 材 長 さ伺 幅　 伺 厚 さ伺 重 量 （g） 備　 考

第16図

A －10
S D O 5 磨製石鋸 ？ 半分欠損 凝灰岩 5．0 4．3 ．1．2 23 ．2

第 33 図

A －30
S D 1 5 磨石 完形 変質細粒砂岩 7．7 6．7 5 ．6 400 ．0

第 39 図

A －78

C 4 G r

7 層
台石 半分欠損 安山岩 11．1 10 ．2 6 ．1 851 ．0

第 39図

A －79

C 4 G r

7 層
台石 半分欠損 安山岩 13．7 15．9 6 ．3 1650 ．0

第39 図

A －80

C 。d－8 G r

8 層
磨石 完形 安山岩 12．8 10．0 5 ．3 1002 ．0

第39 図

A －81

c ed －6 G r

5 層
砥石 1／3欠損 凝灰岩 6．0 3．9 1．9 34 ．5

第39 図

A －82

b 5 G r

2 層
砥石 破片 凝灰岩 3．2 2．8 0 ．8 6 ．5
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B区の調査

頂。調査の概要

層序（第40図～第43図）

B区は、JR第一高西踏切から海上用BOX（用水路）までの幅約6m、長さ約50mの約300n了を

対象に発掘調査を実施した。

JR山陰本線敷設のための盛土を約1m除去した後に調査を開始したが、調査区での層序は西側、

中央部、東側ではかなり異なった様相を示している。

西側では、盛土の下には近世の耕作土である黄灰色土が堆積しており、その下層には黄褐色砂質土

があり、西側遺構の地山である灰白色砂質土に達する。

一方、中央部には近世の耕作土である黄灰色土は堆積しているが、その下には三瓶火山灰と考えら

れる黄褐色土が一部に堆積し、にぷい赤褐色土となる。また、中央部での地山はしっかりとした黄褐

色シルト層である。しかし、黄褐色シルト層も東側になると認められず、しだいに砂質が強くなり、

その下層には粘土が堆積し、荒砂に達する。後述するが、B区東側は大規模な旧自然流路の肩部と考

えられる。

遺　構

遺構はそのほとんどがしっかりとした黄褐色シルト層が残っている中央部で検出している。中央部

では、弥生時代中期の溝状遺構3、土坑2、土塁状遺構1、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭に

かけての溝状遺構2のほか、ピット状遺構を多数検出している。ピット状遺構の中には中世の遺構も

数穴認められる。

西側では、古い時期の遺構は認められないが、近世の溝状遺構1、中世の土坑3、ピットなどを確

認している。なお、東側では、上部が削平されているうえ、旧自然流路の肩部と考えられるため、遺

構は認められなかった。

遺　物

遣物は、西側から中央部にかけて広く堆積している黄灰色土中に近世のカワラケ、陶磁器、中世の

土師器などの小片が多く認められるが、中には弥生土器、古式土師器、須恵器片も若干含まれている。

また、中央部に堆積しているにぷい赤褐色土は、比較的安定した遣物包含層となっており、弥生土器

を多く包含している。しかし、中央部に密集する遺構内からの遺物量が他を圧倒しており、特に

SD06からは弥生時代終末期の土器が大量に出土している。その中には完形の土器も多く認められる

ほか、黒曜石の剥片や砥石などの石器も出土している。その他の遺構内からも弥生土器、古式土師器

が比較的多く出土している。また、中世の遣物は少ないが、P25からは、11世紀から13世紀頃にかけ

てのものと考えられる完形の土器が1点出土している。なお、旧自然流路の肩部にあたる東側では、

砂層中、粘土中からも遣物は全く認められていない。
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以上のように、B区では弥生時代中期中葉から近世に至るまでの遺構◎遺物を検出しているが、弥

生時代後期の遺構、遺物は皆無であった。また、古墳時代中期から奈良時代にかけても遺物は少なく、

遺構も認められないことから、この付近には、弥生時代中期中葉頃に人々が居住し、後期には一旦生

活区域としては利用されなくなるが、弥生時代終末期には再び生活区域となっていたと考えられる。

なお、出雲平野の遺跡に認められる傾向であるが、B区では、古墳時代中期頃に集落が突然姿を消し

ているようである。原因はよく分からないが、社会的な大変化が生じた可能性もあろう。
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47e48

SKO5

二「二

l三二

1．黄灰色土

2．黄褐色砂冥土

3．灰色土
4．オリーブ灰色土

5．褐色砂貿土

第40図　B区遺構配置図（1）※黒刷は中近世の遺構
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P23
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第41図　B区遺構配置図（2）※黒刷は中近世の遺構

青刷は弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての遺構

赤刷は弥生時代中期の遺構
49・50



16．オリーブ色シルト

17．黄褐色砂質土
1．8．にぷい黄褐色砂

19．浅黄色砂
20．灰黄色砂

21．灰白色砂
22．灰色砂
23．赤褐色砂

24．褐灰色砂質土
25．灰色粘土
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第42図　日区遺構配置図（3）※黒刷は中近世の遺構

青刷は弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての遺構

赤刷は弥生時代中期の遺構
51・52
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2。遺構と遺物

（1）申◎近世の遺構

中◎近世の遺構には西側の灰白色砂質土上面において溝状遺構1、

土坑状遺構3、ピット状遺構3を検出している。また、中央部でも黄

褐色土上面においてピット状遺構3を検出している。なお、中央部に

集中するピット群の中には、他にも中世のものである可能性がある。

SDOl（第44図）

西側灰白色砂質土上面で検出した溝状遺構で、東西方向に伸びる。

北側は調査区に切られて検出できず、上部も削平されており、残存状

況は良くなかった。検出長はlL1m、検出幅約50cm、深さ約14cmを測

り、覆土には上層の黄褐色砂質土が落ち込んだ状態で堆積している。

検出高は標高約6．9mである。

遺物は小片のみであり、時期的判断は難しいが、カワラケ、陶器片

を含んでいることから、近世の遺構であろう。遺構の残存状態も悪い

ため、性格は不明である。

SKO4（第45図）

SDOlと同様、灰白色砂質土上面で検出した土坑状遺構である。上

部は削平を受けており、底部を僅かに残す状態であった。検出長は東

西1．16m、南北85cmで、深さ約14cmを測る。平面形は隅丸長方形を呈

している。検出高は標高約6．6mである。

覆土にはにぷい黄褐色土が堆積しており、断面はゆるやかなレソズ

状を呈している。遺物は小片のみであるが、土師質の土器が出土して

いることから、中世の遺構と考えられる。

なお、SK04の西側にも相似した形状で、同じ覆土が堆積している

SK05を検出しているが、同じく中世の遺構と考えられる。Pl～3

も同様である。性格は、遺構の残存状態が悪く、遺物もほとんど認め

られないため、いずれも不明である。

SKO3（第46図）

灰白色砂質土上面で検出した土坑状遺構で、検出長2．5m、最大幅7

2cm、深さ約13cmを測る。検出高は標高約6．9mである。形状は、中央

付近で一旦くびれ、東側は小さく張り出している。

覆土には黒褐色土が堆積しており、断面はなだらかなレソズ状を呈

す。覆土はSK04などとは異なっているが、遣物には土師質の土器細
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1．黄褐色砂質土
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第44図　SDOl実測図



片が含まれていることから、中世の遺構と考

えられる。性格は不明である。

また、SK03の東側で検出しているP4、

P5も、同じような覆土が堆積しており、同

時期の遺構と考えられる。なお、SK03に対

しての地山は、弥生時代中期中葉の溝状遺構

であるSD05の覆土となっている。

P25（第47図）

B区中央部の黄褐色シルト層上面で検出し

たピットである。上部は削平されているが、

径26cm、深さ約32cmを測り、形状はほぼ円形

を呈している。

覆土には淡褐色でやや砂質の土が堆積して

おり、断面形は肩から鋭角に落ち、一旦僅か

に段を造り出して最深部は狭くなっている。

検出高は標高約6。8mである。

1にぷい黄褐色土

第45図　SKO4実測図

＞

第46図　SKO3実測図

遺物には、足高高台を有す土師器杯が完形の状態で出土している（第48図）。高台の底径8。8cm、杯

部口径16。Oc恥器高6。6cmを測る土師質のもので、内外面とも回転ナデにより仕上げられている。遣

物はこの1点のみであるため、時期的な位置付けは難しいが、おおよそ11世紀から13世紀にかけての

遺構と考えられる。
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r l　彗◎cm

第47図　P25実測図

第48図　P25出土遺物実測図

なお、P25周辺に集中しているピット群からは遣物が

ほとんど認められないうえ、同じ検出面で弥生期、古墳

期の遺構が検出されていることから、P25以外にも中世

のピットがある可能性もある。

しかし、ピット群の中には、建物跡の柱穴となるよう

な配置は認められず、性格は不明である。

（2）弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけて

の遺構

この時期の遺構は、しっかりとした黄褐色シルト層が

堆積している中央部で溝状遺構2を検出している。その

うち、SD06からは多量の土器を検出し、搬入品も多く

認められることから、貴重な資料となった。

Sm04（第50図）

遺構の西側は、黄褐色シルト層上面、東側はやや砂質

のオリーブ色シルト層上面で検出した溝状遺構で、南北

方向に伸びている。上部、特に東側はかなり削平されて

いるが、検出長6．0m、最大幅約2．8m、深さ約31cmを測る。幅は北側がやや広く、南側は約20cmほど

狭くなっている。検出高は、標高約6．74mである。

覆土には、粘土は堆積しておらず、黒褐色土や褐色土

が堆積しており、水の流れはなかったと考えられる。断

面形は、両肩からなだらかに落ちるレソズ状を呈して

いる。

出土遺物はそれほど多くないが、古墳時代前期初頭の

土器が出土している（第49図）。＝ま、複合口緑の賓か

壷であるが、ロ縁端部をナデて凹面を作っている。複合

口綾部の稜は水平方向に向いているが、やや鋭さを欠く。

2は、日録部は厚く、端部に平坦面を作っている。複合

口緑部の稜は水平方向に突出しており、内面頸部下には

ケズリによる調整がなされている。1、2とも古墳時代

前期初頭の土器であり、鹿島町南講武草田遺跡（1）の7期

に相当する。3は、高杯の脚部であるが、脚端部の広が

りが大きく、外面は脚端部から脚柱部にかけてパケ調整、

内面にも脚端部にハケによる調整がなされている。器高

もあまり高くならず、器壁も厚いことから搬入品の可能

56

－　　ノ

第49図　SDO4出土遺物実測図



第50図　SDO4実測図

1．撹乱
2．黒褐色土
3．黒色土
4．黄褐色土
5．褐色土
6．にぷい黄色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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性もある。いずれにしても、他の出土遣物から考えると草田7期に相当する遺物であろう。なお、

SD04では、弥生時代の遺物は全く認められていない。

遺構の性格は判断し難いが、幅が2，8mと大規模であることから、集落を囲擁する環濠であった可

能性もある。

＄粉の6（第51図）

B区中央部の黄褐色シルト層上面で検出した溝状遺構で、検出長6．3m、最大幅4．06m、最深部ま

での深さ1，33mを測る。検出高は標高約6。92mである。遺構は南北方向に伸び、幅は南側が広く、北

側は約1。1mほど狭くなっている。

覆土には上層に黒褐色土や黄褐色土が堆積しているが、下層には荒砂をブロック状に含む粘質土が

堆積しており、ある程度水の流れがあったことが窺われる。断面の形状は、両肩からやや鋭角に落ち

て、底面はほぼ平坦に作り出しており、台形を逆さにしたような形を呈している。なお、確実に掘り

直したと思われるような堆積状況は認められない。

B区では、弥生時代中期中葉から古墳時代前期初頭にかけての大規模な港状遺構を4条検出してい

るが、SD06はその中でも最も規模が大きく、出土遺物の量も他を圧倒している。遺物は、上層から

下層にかけてどの層位からも出土しているが、中層の黄褐色土中には特に遺物が集中しており、その

中には完形品も多く認められる（第52図～第54図）。

上層では、遺構の両肩から中央部にかけてほぼ万遍なく遺物が出土しているが、弥生時代中期の遣

物は両肩部に多く、弥生時代終末期の遣物は遺構中央部に多く認められる。その中には、完形の杯

（第61図－63）や直口壷（第57図－36）などが認められる。

中層は、遺物が最も密集して出土した層位で、弥生時代終末期の土器が遺構中央部に集中している。

遺物には大形の壷（第59図－39）や聾（第57図－35）などがある。しかし、遺構の両端部には上層と

同様に弥生時代中期の土器片が若干認められている。下層でも弥生時代終末期の土器が遺構中央部に

集中する傾向にあり、大形の壷（第60図－45）などが認められるが、両端部には弥生時代中期の土器

片が認められる。また、最下層の底面直上でも弥生時代中期の土器片が多く認められる。

堆積土、遣物出土状況から判断すれば、弥生時代終末期頃に埋没した溝であることは明らかである。

しかし、弥生時代中期の土器が遺構の両端部及び最下層にも認められていることから、弥生時代中期

の遺構を一旦掘り直して築かれた溝か、弥生時代終末期に至るまで、淡いながら使用していた港であ

る可能性もある。いずれにしても、SD06は大規模な遺構であり、集落を囲擁する環濠のような機能

をもっていた可能性がある。

弥生時代終末期の土器には、賓、壷、高杯、低脚杯、杯、器台、手捏ね土器が出土している。これ

らの遺物の中には搬入品と考えられるものが多く含まれており、貴重な資料となっている。また、弥

生時代中期の土器には、賓、壷、高杯、鉢などがある。

以下、時期、器種別に区分し、遺物について記述する。
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第51図　SDO6実測図

1．黒褐色土
2．黄褐色土
3．黄褐色土（やや砂質）
4．暗灰黄色土
5．オリーブ褐色土
6．にぷい黄褐色土
7．灰黄褐色粘質土
8．黄灰色土
9．灰色土
10．灰色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第52図　SDO6遺物出土状況実測図（上層）
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第53図　SDO6遺物出土状況実測図（中層）
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第54図　SDO6遺物出土状況実測図（下層）



弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての土器

藍（第55図～第57図、第62図）

最も多く出土している器種である。複合日録の賓はロ縁端部をやや外方に折り曲げるものが多く、

賓の体部は倒卵形を呈するものがほとんどである。底部は丸底に近くなるが、105、22、24、27のよ

うにかすかに平底を残す傾向にある。複合口綾部の稜は水平方向に突出するが、101、柑2のように、

やや鋭さを欠くものも認められる。外面は頸部やや下から底部にかけてほぼ全面をパケ調整によって

仕上げられており、その中には、やや波頂問の広い波状文を施す腕18、99、柑4なども認められる。

19は、文様としてはほとんど省略化されるほどに波頂問が広がっている。内面は、頸部下かやや下方

からケズリ調整がなされているが、2、柑0のように頸部下に指頭圧痕が認められるものもある。ま

た、22、27のように底部にも指頭圧痕が残っている。

3は賓あるいは壷のロ綾部であるが、複合口綾部下方が内側に鋭角に傾斜し、筒状の頸部を有する。

8、96は目線端部がやや厚く、平坦面を作っており、やや新しい様相を示すものである。29も、端部

に平坦面を作り、新しい様相を皇しているが、外面の一部には赤色塗彩された痕跡が残っている。祭

祀的性格の強い遣物であろう。37は器高44．1cmを測る大形の完形品で、平底を有する。外面は頸部下

からパケによる調整、内面は頸部下からケズリによる調整がなされている。38は、かすかに平底を残

す底部に鋭利な刃物で「＼」印をつけている。底部の3／4が欠損しているのでよく分からないが、何

かの記号と考えられる。

以上のように、SDO6内で出土している複合目線の賓は、一部に古墳時代前期初頭のものも含まれ

ているが、そのほとんどが弥生時代終末期の特徴を示している。これらの土器は、東出雲町大木権現

山1号墳◎1号土壌資料（2）、鹿島町南講武草田遺跡CD－4、DE－3区土器溜資料（1）、出雲市山持川川

岸遺跡SKO2、SIOl、SBOl資料（3）などに相当すると考えられる。

また、単純口縁の賓や複合口緑の賓の一部には、搬入系の土器と考えられるものも出土している。

9は、形状は山陰系の土器と変わりなく、複合口縁を有するが、器壁が厚く、胎土も黒褐色で内面頸

部下にはパケ調整が認められることから、山陰系の土器を模倣したものと考えられる。12も複合口緑

を有するが、胎土は赤褐色で外面に残るパケも細かく途切れる特徴をもつ。柑吊ま器壁は厚くないが、

重量があり、胎土も赤褐色である。パケ調整も12のように細かく途切れる特徴をもち、一部にはタタ

キ痕のような調整も認められる。いずれも搬入品であろう。

3吊ま単純口緑の賓であるが、口縁端部は平坦に作り、やや内側に折り曲げている。外面頸部にはタ

テ方向のパケが認められる。32も搬入品と考えられる単純口緑の賓で、外面は頸部やや下からパケ、

内面は頸部やや下からケズリによる調整がなされている。33はロ緑部の器壁がやや厚く、胎土も赤褐

色で外面胴部には細かく途切れるパケによる調整がなされている。内面にも頸部やや上方にパケ調整

がなされており、12、101の複合目線の賓と相似した手法が認められる。鋼は布留0型式に似た特徴

をもつ賓で、外面頸部下からは全面にパケ、内面頸部下には指頭圧痕が残り、その下方はケズリによ

る調整がなされている。畿内からの搬入品か、畿内系の土器を模倣して作ったものであろう。35は、

畿内庄内式土器に似た特徴をもつ賓である。単純口縁で、頸部やや下には波頂問の狭い波状文が施さ

れ、その下方はパケによる調整がなされている。なお、胴部の一部にはタタキ痕が認められる。69は

ロ縁端部をナデて凹面を作り、やや内側に折り曲げる特徴をもつ。72は口縁端部をやや内側に折り曲
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げ、31に認められるように頸部にタテ方向のパケ調整がなされている。

これらの搬入系の土器は、製作地がどこであるのか判断し難いが、12、101、33については、胎土、

手法などが相似しており、同じ地域で製作された可能性が強い。また、31、32、33、34、35、69、72

については、畿内周辺で製作されたと考えられるが、31、34、69、72については山陰系の土器と胎土

がよく似ており、逆に畿内系の土器を模倣した可能性もある。

壷（第55図～第57図、第59図、第60図）

壷はロ縁がやや外傾して立ち上がるものが多く、直口壷や大形品、搬入品も含まれており、バラエ

ティに富んでいる。

複合口縁の壷98は、ロ綾部が外傾し、外面頸部にはミガキによる調整、内面頸部には指頭圧痕が残

り、その下方からケズリによる調整がなされている。99はロ線が内傾して立ち上がる特徴をもち、頸

部やや下には波頂問の開いた波状文が施されている。109は器高15cmを測る完形品で、胴が球状に張

る。口縁部は外傾して立ち上がり、内面底部には指頭圧痕が残っている。30は他に比べるとロ縁部の

外傾がきつく、複合口線の稜はさほど突出しない特徴をもつ。

39は口径34．6cmを測る大形品で、頸部の器壁は厚く、ロ縁端部には平坦面を作り出している。外面

は頸部やや下からパケによる調整がなされており、波頂問のやや開いた波状文が認められる。内面の

頸部やや下には指頭圧痕が残り、その下方からケズリによる調整がなされている。なお、この壷は長

さ20cm、厚さ13cmほどの三角形の石（片側は欠損か？）がロ緑部に突き刺さるような状態で出土して

いる。大形品ということを考えると壷棺として使用されていた可能性もある。40は口線部がやや外傾

して立ち上がり、端部は丸くおさめている。外面は頸部付近から下方にかけてパケ、内面は頸部やや

下からケズリによる調整がなされている。

45は、口径27．4cmを測る大形品で、外面頸部には二枚貝の貝殻腹線を使用した綾杉文が施され、凹

線で区画されている。内面は頸部やや下からケズリによる調整がなされている。綾杉文を頸部に施す

壷は、三刀屋町松本1号墳（4）や東出雲町夫敷遺跡（5）などでも出土しており、壷棺として使用された可

能性もある。

複合口縁の直口壷には、41、42がある。いずれもロ綾部の器壁は薄く、端部は引き伸ばしたように

薄くなる。外面胴部にはパケ、内面は頸部やや下からケズリによる調整がなされている。このような

形状をもつ直口壷は、鹿島町南講武草田遺跡でも出土している。

以上のような壷の形態は、賓と同様に弥生時代終末期の特徴をもつもので、草田遺跡では6期、山

持川川岸遺跡では4期に相当する資料である。

また、壷にも搬入品と考えられるものが出土している。16は複合口緑の小形壷であるが、胎土は黄

褐色で器壁が厚く、複合口緑部の稜はやや鋭さを欠いている。外面には貝殻腹緑による刺突文が施さ

れ、胴部のパケは細かく途切れる特徴をもち、内面は頸部やや下からケズリによる調整がなされてい

る。36は小形で単純口縁の直口壷であるが、同様に器壁が厚く、胎土は黄褐色で、ロ綾部、胴部には

細かく途切れるハケ調整がなされている。

44は大形の壷であるが、この時期の大形品が平底を残しているのに対し、丸底で胴が張るミカソの

ようなプロポーショソを呈している。この壷は、頸部を下方、底部を上方に向けて、頸部から上は意
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第55回　SDO6出土遺物実測図（1）
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第56図　SDO6出土遺物実測図（2）
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第57図　SDO6出土遺物実測図（3）
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第58回　SDO6出土遺物実測図（4）

図的にはずされたと考えられる状態で出土している。39、45と同様に壷棺として使用されていた可能

性もあろう。なお、胎土はやや赤みがかった淡褐色で器壁は厚く、外面は胴部全面にパケ、内面は頸

部やや下方にハケ、その下からケズリによる調整がなされており、胎土、手法がやや異なることから

搬入品と考えられる。

高塀（第61図）

弥生時代終末期のものと考えられる高杯は、4点出土している。

47は、裾部が広がり、脚部の高いやや大形のもので、脚端部は丸くおさめている。48は、やや小形

の高杯であるが、脚端部には平坦面を作り出し、外面脚柱部はタテ方向のミガキ、内面はケズリによ

る調整がなされている。なお、円盤充填法により脚部と杯部をつないでいる。

堵6は、大形の高杯の杯部であるが、胎土はやや赤みがかった褐色で器壁が厚く、ロ縁端部は外反し、

丸くおさめている。外面はパケ調整後にタテ方向のミガキがなされ、内面は杯底部に放射状のパケ、

口縁内部にはタテとヨコ方向にミガキが認められる。胎土、手法などがやや異なることから、搬入品

と考えられる。50は、杯部が深い高杯の杯部であろうが、複合口緑をもつ。外面杯底部には細いハケ、

内面は、杯底部から口縁部にかけてタテ方向にミガキ（一部ヨコ方向）が認められる。このようなタ

イプの高杯は、類例があまりない。
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以上の高杯は、賓、壷などの時期から、草田遺跡6期、山特用川岸遺跡4期に相当する資料である

と考えられる。

低脚坪（第61図）

低脚杯と考えられるものは、7点出土している。
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第59図　SPO6出土遺物実測図（5）
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杯部外面、内面

ともミガキによる

調整がなされてい

るが、49、53など

のように外面にパ

ケ調整の後、ミガ

キがなされている

ものもある。54は

低脚杯の脚部であ

るが、脚端部はや

や上方に反り、凹

みを作り出してい

る。56は脚端部を

丸くおさめる。

以上のような低

脚杯は、襲、壷な

45　どの時期から草田

20cm

第60図　SDO6出土遺物実測図（6）

6期、山持川川岸

4期に相当する資

料と考えられるが、

この時期の低脚杯

にしては総じて器壁が厚く、杯部も深さがあり、51、52、53などのようにヨコ方向にミガキを入れる

のが特徴である。在地的な手法の特徴であるのかは判断し難いが、山陰系の土器を模倣したものもあ

るかもしれない。

57は、深い杯部をもち、器壁の厚いもので、外面杯部には細かく途切れるパケ調整の後、ミガキが

なされている。内面杯部はヨコ方向にミガキがなされており、襲12、101、33、壷36などと同地域で

製作された搬入品の可能性が強い。

器台（第61図）

器台は3点出土しているが、この時期の賓や壷が直立不可で丸底化する傾向にあることから考える

と、極端に出土量が少ない。

59は器台脚部であるが、外面はナデ、内面はケズリにより仕上げられている。60は外面はナデ、内

面受部は風化が著しいが、ミガキによる調整がなされているようで、脚部はケズリによる調整がなさ

れている。簡部は短く、太くなっている。なお、59、60は胎土や焼成の状態から同一の器台と考えら

れる。

58は胎土が赤褐色で、筒部は短く、外面はナデにより調整されているが、内面受部はヨコ方向のミ
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第61図　SDO6出土遺物実測図（7）

ガキ、脚部にもヨコ方向のミガキの後、ケズリが認められる。胎土、手法がやや異なることから、搬

入品の可能性もある。

以上の器台は賓、壷などの時期から、草田6期、山持川川岸4期に相当すると資料と考えられる。

坪（第61図－63）

完形の杯が1点出土している。ロ縁端部はほぼまっすぐに立ち上がり、丸くおさめる。底部は丸底

であるが、ややすぼまっている。外面はヨコミガキによる調整がなされているが、下方の一部にはパ

ケが認められる。内面はタテ、ヨコ方向のミガキにより仕上げられている。

山陰では、この時期に杯が認められていないことから、搬入品である可能性が強い。

手捏ね土器（第61図）

手捏ね土器は2点出土している。

6吊ま小形の壷で、頸部には小さく、間隔の狭い指頭圧痕が残っている。62は鉢と考えられるが、外
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面はタテ方向のパケ、内面にはヨコ方向のパケが認められ、61と同様、ロ綾部には小さく、間隔の狭

い指頭圧痕が残っている。61、62は小児による製作の可能性もあろう。

弥生時代中期の土器

SD06では、弥生時代終末期の土器が中央部に集中して出土しているが、遺構の端部や最下層から

は弥生時代中期の土器がかなり出土している。

以下、弥生時代中期の土器を器種別に記述する。

整（第62図）

賓は、口縁部が外方に強く屈曲するものが多い。64、68、73はロ綾部が外方に短く屈曲し、端部に

平坦面を作っており、やや上下に拡張する傾向にある。65、66、67は口縁部の厚みはやや薄く、頸部

下には内外面ともパケによる調整が認められる。70は、口綾部が水平方向に強く屈曲し、端部はやや

丸くおさめており、やや古い様相を示している。7吊ま、内面頸部下にはタテ方向のミガキが認められ、

口緑端部は外方に強く屈曲している。

これらの聾は、一部にやや古い様相を示すものも認められるが、おおよそ松本編年III－2様式（6）に

相当する資料と考えられ、弥生時代中期中葉のものであろう。

壷（第65図）

壷はロ緑端部が外反し、やや下方に垂れ下がるものが多く、加飾性が強い。

74は、わずかに外傾してのびる長めのロ頸部を有するもので、ロ緑端部は拡張されて上面に平坦面

を作っている。平坦面には円形浮文が巡らされ、その間には細かいパケにより菱形文を施している。

外面には刻目文を施した5条以上の貼付突帯を有し、さらに棒状浮文を貼り付けるなど、加飾性が強

い。75はロ縁端部が外反し、下垂する。口縁内面には櫛措による直線文、斜格子文や三日月形の浮文

が施され、ロ緑平坦部にも斜格子文が施されている。76はロ縁端部が下垂し、内面には櫛措による斜

格子文、直線文が施され、平坦面には斜線文が施されている。77は口線端部は下垂しないが、拡張し

て平坦面を作っている。装飾は認められないが外面頸部にはタテ方向のパケ、内面頸部にはヨコ方向

のミガキが認められる。78は口緑端部が大きく下垂し、内面頸部付近には刺突文、ロ縁端部平坦面に

は円形浮文、櫛措による斜格子文が施されている。79は、口縁端部が下垂し、その平坦面には櫛措に

よる斜格子文、内面にはやや間隔の狭い波状文が施されている。

以上のような壷は、賓と同様におおよそ松本編年IIト2様式に相当する資料であり、弥生時代中期

中葉のものであろう。

また、賓あるいは壷の底部も出土しており、その中には82、84、86にみられるように、底部からや

や内湾ぎみに立ち上がるものや、81、89などのようにやや直立ぎみに立ち上がって外反するものなど

がある。これらの底部は、外面はタテ方向のミガキ、内面もミガキによる調整がなされるのが一般的

で、内面底部付近には指頭圧痕が残っている。80は、底径13．5cmを測る賓か壷の底部であるが、外面

はミガキによる調整をした後、パケによる調整がなされており、内面はミガキによる調整で、底部付

近には指頭圧痕が残っている。
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第63回　SDO6出土遺物実測図（9）

高塀（第63図）

高杯と考えられるものは、3点出土している。

9吊ま、口綾部が水平方向に突出する。外面頸部にはへラ状工具による刺突文が施され、その下方は

ミガキによる調整がなされている。内面杯部はミガキ調整した後、ハケによる調整がなされている。

92は脚柱部であるが、胎土、焼成などが似通っていることから、91と同一品の可能性が強い。外面は

タテ方向のミガキ、内面はタテ方向のパケによる調整がなされており、杯部とのつなぎには円盤充填

法が用いられている。93は、ロ緑端部が肥厚して、上面にフラットな面を作り出している。外面のロ

緑端部には刻目文が施され、杯部内面にはミガキ調整した後、細かいパケが認められる。

これらの高杯は、松本編年Ⅲ－2様式に相当する資料であり、弥生時代中期中葉のものであろう。

鉢（第63図）

鉢は2点出土している。

9射ま、ロ縁端部が肥厚して、上面にフラットな面を作り出している。外面には刻目文を施した貼付

突帯文が2条以上認められ、ロ縁端部にも刻目文が施されている。95は、ロ縁端部がやや肥厚して上

面にややフラットな面をもつ。外面は刻目文を施した4条以上の貼付突帯文が認められ、内面にはヨ

コ方向のミガキが認められる。なお、95のような器種は、無頸壷と呼称されるのが一般的であろう。

いずれも、松本編年III－2様式の範噂に入るものであろう。

石器（第64図）

SD06では、上記のような土器のほか、石器も数点出土している。

吊ま黒曜石であるが、単体で製品として使用されたものではなく、剥片であろう。最大長4．2cm、

最大幅1．9cm、最大厚1．4cmを測る。なお、黒曜石は1点のみの出土であった。2は欠損しており、用

途は不明であるが、残存している側面には磨いて平坦な面を作り出している。石材はシルト質疑灰岩

を使用している。3は砥石である。欠損しているが、全面を使用していたようで、上下両面と側面の

片側は、使用によりかなり凹んでいる。石材は細粒花崗岩である。4は欠損しているが、残存してい

る側面は打ち欠いて刃部のように作り出されている。かなり細かく作り出しており、石包丁として使
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用されていた可能性もある。石材は安山岩を使用している。

1、2は、弥生時代終末期の土器が集中している地点から出土しており、当該期の遣物である可能

性が強い。3、4は遺構の肩部から出土したもので、弥生時代中期中葉の遣物である可能性が強いが、

断定するまでには至らない。

1　8　4上三三．om

1．黒褐色土

2．黒褐色土（シルトフロック含む）

（3）弥生時代中期の遺構

弥生時代中期の遺構は、中央部

黄褐色シルト層上面で、溝状遺構

3、土坑2のほか、ピット状遺構

を多数検出している。また、黄褐

色シルト層は、弥生時代終末期の

遺構であるSDO6東側では標高約

6．8mであるのに対し、西側では

標高約6．4mと40cmほどの高低差

があって、低くなっている部分で

は、SD05に伴うと考えられる土

塁状遺構を検出している。

Sm02（第65図）

弥生時代終末期の遺構である

SD06の東側で検出した溝状遺構

で、南北方向に伸びている。他の

溝状遺構に比べると規模は小さく、

検出長6。Om、幅約65cm、深さ約

18cmを測る。検出高は、標高約

6．84mである。

◎　　　　　　　　　　　　　　2m　　　　　覆土には黒褐色土が堆積してお

第65図　SD02実測図

第66図　SDO2出土遺物実測図

76

り、両肩から鋭角に落ちて、底面

はやや丸く作り出している。

遺物には小片が多いが、弥生時代中期のものと考えられ

る土器のみが出土しており、弥生時代終末期の遺物は全

く認められかった。

第66図－1は壷か賓の底部であるが、外面はタテ方向

のミガキ、内面にはケズリによる調整が認められる。他

の出土遺物から考えると弥生中期中葉～後葉、松本編年

III－2～Ⅳ－1様式にあたるものと考えられる。



1．黒褐色土
2．オリーブ褐色土
3．褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

第67図　SDO3実測図
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遺構の性格は不明であるが、覆土に粘質土が堆積していないことから、水の流れはなかったようで

ある。

2M

第68図　SDO5実測図
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SDO3（第67図）

弥生時代終末期から古墳

時代前期初頭にかけての遺

構であるSD06とSD04の中

ほどで検出した溝状遺構で、

南北方向に伸びている。

SD02と同様、黄褐色シル

ト層上面で検出しており、

検出高は、標高約6．88mで

ある。規模は大きく、検出

長6．0m、幅約3．0m、深さ

約92cmを測るが、上部はか

なり削平されているようで

ある。

覆土には黒褐色土やオリ

ーブ褐色土が堆積している

が、下層の褐色土はやや粘

質である。なお、掘り直し

と考えられるような堆積状

況は認められなかった。

断面の形状は、両肩から

ややなだらかに落ちて底面

の幅は狭くなり、Ⅴ字状を

呈している。

遺物の出土量は、他の遺

構に比べると極端に少ない

が、SD02と同時期の遣物

が出土しており、弥生中期

中葉～後葉にかけての遺構

であろう。

遺構の性格は判断し難い

が、規模が大きく、断面が

Ⅴ字状を皇すことなどから、



集落を囲擁する環濠の可能性もある。

なお、下層に粘質土が堆積していることから、ある程

度水の流れがあったと考えられる。

SmO5（第68図）

弥生時代終末期の遺構であるSD06の約1．8m西側で検

出した溝状遺構で、南北方向に伸びる。

検出長6。Om、幅約2．8m、深さ約96cmを測る大規模な

遺構で、検出高は標高約6．94mのところにある。

覆土には黒褐色土や灰褐色土が堆積しているが、下層

に堆積している褐色土はやや粘質であり、SD03と同様

にある程度の水の流れがあった可能性がある。なお、掘

り直しと考えられるような堆積状況は認められない。

断面の形状は、両肩から自然な感じで落ちるが、西側

は一旦平坦面を作り出してから底面へと落ちている。底

面には僅かに平坦面を作り出し、全体的な印象としては

SD03と同様にⅤ字状を呈している。

望

＼、′撃、　3
毘

0　　　　　　　　　10cm

第69図　SDO5出土遺物実測図

遺物には細片が多いが壷の口縁部に斜格子文を施すも

のや、頸部に突帯文を施すものが多く出土しており、松本編年Ⅲ－2様式に相当するものと考えられ

る。

第69図－1、2は壷か賓の底部であるが、1日はやや内湾ぎみに立ち上がり、2はやや外反ぎみに立

ち上がる。1、2とも内外面にタテ方向のミガキによる調整が認められる。3は壷の頸部であるが、

外面は3条以上の貼付突帯に刻目文を施し、その上方にはパケによる調整がなされている。内面には

ヨコ方向のミガキが認められる。以上のような土器は、いずれも弥生時代中期中葉にあたるものと考

えられる。

遺構の性格は、東側に土塁状遺構を伴っていること、規模も大きく、断面がⅤ字状を皇すことなど

から、SD03と同様に集落を囲擁する環濠の可能性もある。

土塁状遺構（第70図）

SD05の東側で認められた検出幅約3．1m、厚さ約50cmの部分を人為的に盛土した土塁状の遺構であ

る。この遺構はSD05に伴うものと考えられ、東側は弥生時代終末期の遺構であるSり06によって切ら

れている。

遺構は、この地点における基盤層となっている黄褐色シルト層の上面に黒色土（15層）、その上面

には地山と同じような明黄褐色シルト層（14層）を盛った上に黒色土（12層）、黒褐色土（11層）を

盛土したもので、中央の14層をサソドイッチ状に挟んでいる。11～15層とも固く締りがあり、黒色土

は真っ黒である。
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1．黄灰色土
7．黄褐色土

10．茶褐色土
11．黒褐色土
12．黒色土
13．黄褐色シルト
14．明黄褐色シルト
15．黒色土

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

第70図　土塁状遺構セクション図

現状では、50cmほどの厚みであるが、上部が削平されているため、本来はより厚い盛土があったと

考えられる。また、盛土部分はSD05の深さの中間あたりにまで達しているが、これは、基盤層であ

る黄褐色シルト層が、SD06の東側では標高約6．8mと高いのに対して、この地点では標高約6．4mと

80

第71図　SKOl実測図



低くなっていることと関連するものと

考えられる。すなわち、もともと標高

の低かった地点に盛土をしたのち、S

D05が築かれたのではないだろうか。

なお、環濠に土塁を巡らした確実な

例は、全国的にも現在のところ数例の

報告があるにすぎず、貴重な資料であ

ると言える。

しかしながら、上部が削平されてい

るため、この土塁状遺構が確実にSD0

5に伴うものとは断定できず、SD05も

約6mの部分を検出したのみで、環濠

と断定するには資料として不充分であ

ることは否めない。

SKOl（第71、72図）

I
A上：ヱ・Om

弥生時代中期中葉頃の遺構である

SD02から約2．0m東で検出した土坑で

ある。検出長は、南北1．17m、東西0．

96m、深さ17cmを測り、黄褐色シルト

層上面で検出している。平面形はやや

南北に長い楕円形を呈しており、検出

高は標高約6．83mである。

覆土には黒色土が堆積しており、炭化物も認め

られた。また、上部はかなり削平されているよう

で、本来はもう少し深い土坑であったと考えら

れる。

遺物には1個体と考えられる壷か聾の土器片が

認められ、これらの土器は重なるような状態で出

土している（第72図）。

第73図－1は、その土器の底部であるが、底径

第72図　SKOl遺物出土状況実測図

第73図　SKOl出土遺物実測図
7．0cmを測り、外面にはタテ方向のミガキ、内面

にはタテ方向のパケが認められる。弥生時代中期中葉頃の土器と考えられる。

頸部から上方が出土しておらず、器種の判断はできないが、1971年、第1次発掘調査の際には、こ

の地点から約150mほど南方の地点から長さ約1．5m、深さ0．5mの墓坑の中に壷棺が納められた弥生

時代中期後半の壷棺墓が発見されていることから、SKOlも壷棺墓として使用されていた可能性が

ある。
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第74図　SK O2実測図

慧瞳の2（第74図）

SKOlすぐ北側の黄褐色シルト層上面で検出した土坑で、長軸1。08m、短軸0．84mを測る楕円形の

土坑である。深さはSKOlと比較するとやや深く、約32cmを測り、検出高は標高約6．79mである。

覆土には、黒色土、黒褐色土が堆積しており、SKOlと同様に炭化物が認められている。また、上

部は削平を受けており、本来はもう少し深い土坑であったと考えられる。

出土遣物は、細片のみである（第75図）が、弥生時代中期中葉頃の土器が出土していることから、

当該期の遺構であろう。

なお、SK02は、遺構の形状、規模、出土遣物の時期などから、SKOlと同様に土坑墓として使用さ

れていた可能性がある。

紅柑（第76図）

B区中央部の黄褐色シルト層上面で検出したピット状の遺構である。この周辺にはピット群が集中

しているが、この中には、前述したように中世のピットも若干含まれるものと考えられる。

P17は、南北長24cm、東西長29cmを測るほぼ円形のものであるが、覆土には黒褐色土が堆積してい

る。中には数片の弥生土器片が認められ、石が埋められていた。石は、花崗岩の自然石で、加工した
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ような形跡は認められないが、石材を保

管するための貯蔵穴であった可能性もあ

る。数片認められた土器片より、弥生時

代中期中葉頃の遺構である可能性が強い。

その他の遺構

上述した遺構のほかには、中央部SK

Ol、SK02の周辺に集中して認められる

ピット群があるが、これらのピット群の

中には、P25から出土した中世土器や弥

生時代中期中葉頃と考えられるP17のよ

うに、弥生時代中期のものと、中世のも

のとに分頬できるようである。

しかし、上部が削平を受けているため、

堆積土の状況からは時期的判断が難しく、

また、ピット中には遺物がほとんど認め

られないことから、詳しいことは分かっ

ていない。

0　　　　　　　　　　　　1m　　なお、調査区が狭量である要因もあろ

第75図　SKO2遺物出土状況実測図

ト／◎／ア／

0　　　　　　　50。m
l　　　一　　　！

第76図　P17実測図

うが、検出した状況において、建物跡の

柱穴となりうるような配置は認められな

いようである。しかし、大規模な溝状遺

構が並列している状況から、これらの溝状遺構や土坑

に伴う覆屋のようなものがあった可能性はあろう。

その他には、東側で旧自然流路の肩部と考えられる

部分を検出しているが、詳しくはC区で後述する。
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出土遺物観察衷
P25

挿図番号出土地点 器’種
法　量 （CⅡウ

形態e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底径 器高

48－1 P 25 土師器

足高高台付

杯

16．0 8．8 6．6 ロ縁端部やや外反　内湾ぎみに

立ち上がる

淡褐色 密 良好

50－1 SD O 4 土師器賓 18．4 ロ縁端部に平坦面を作る

端部を両側に折りまげる

褐色 やや粗い

1mm大の砂

粒含む

普通

－　2 SD O 4 土師器襲 16．5 口緑端部に平坦面を作る

端部を外方に折りまげる

淡黄褐色 やや粗い

1mm大の白

色砂粒含む

良好

－　3 SD O 4 土師器高杯 内外面パケ

円盤充填法

黄褐色 密

1mm大の白

色砂粒を多

く含む

良好 器高低い

搬入系土器

か？

SD O6（土器）
5 5 － 1 S D O 6 賓 14 ．4 ロ綾部内外面 ナデ 黒褐色 密

1 mm大の白

色砂粒を含

む

普通 ロ緑部 スス

付着

－　2 S D O 6 襲 19 ．7 口縁端部外方に折 りまげる 淡褐色 密 良好

－　3 S D O 6

中　 層

聾or壷 10 ．0 複合 口緑 くびれ部内側 に筒状に

傾斜

淡黄褐色 密 普通

－　4 S D O 6 賓 16 ．2 複合 口緑 外／黒褐色 普通 良好 ロ緑部 スス

上　 層 口綾部 内外面 ナデ 内／褐色 1 mm大の白

色砂粒 含む

付着

－　5 S D O 6 賓 17 ．2 口縁端部外方に折 りまげ る 淡褐色 普通

金雲母含む

良好

－　6 S D O 6

中　 層

賓 16 ．0 ロ緑軍部外方に折 りまげる

内面頸部下か らケズリ

褐 色 普通

1 mm大の白

色砂粒含む

金雲母含む

普通 ロ緑部 スス

付着

－　7 S D O 6

中　 層

襲 1 8 ．2 端部やや外方 に向ける 淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－　8 S D O 6 賓 1 8 ．7 ロ縁端部に平坦面を作る

端部やや外方に向け る

褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好 ロ緑部 スス

付着

－　9 S D O 6 襲 1 8 ．6 口緑端部丸 くお さめる 外／黒褐色 密 良好 器壁厚い

中　 層 内面頸部やや下 にパケ 。ケズ リ 内／褐色 1 mm大の 白

色砂粒含む

搬入 品か ？

55 － 10 S D O 6

中　 層

士雲互 1 6 ．0 ロ縁端部に平坦面を作 る

外／頸部下 パケ、凹線文

内／頸部 やや下か らケズ リ

淡褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－ 1 1 S D O 6

上　 層

饗 1 9 ．4 口緑端部丸 くお さめる

内／頸部下か らケズリ

褐色 やや粗い

1 へノ2 mm大

の白色砂粒

を多 く含む

不良
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量　 伺

形 態 e 手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底 径 器 高

－ 12 S D O 6

下　 層

賓 13 ．5 端部丸 くお さめる

外／頸部下 パケ

内／頸部指頭圧痕 、下方 ケズリ

赤褐色 やや粗 い

1 ～ 3 mm大

の 白色砂粒

を多 く含む

良好 器壁厚い

搬入土器

－1 3 S D O 6

上　 層

襲 17 ．2 ロ縁端部平坦面を作 る

外／頸部下凹線 e パケ

内／頸部下 ケズ リ

淡黄褐色 密

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

良好

－ 1 4 S D O 6

下　 層

賓 16 ．3 口縁端部外方に折 りまげる

外／頸部下波状文 eパケ

内／頸部指頭圧痕、下か らケズ

リ

淡褐色 密

金雲母含む

1 mm大の 白

色砂粒含む

普通

－ 1 5 S D O 6

中　 層

賓 1 4 ．4 口縁端部丸 くお さめ る

外／ パケ

内／頸部下からケズ リ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

普通 ロ緑部 スス

付着

－ 1 6 S D O 6

中　 層

＝士ご笠E 8 ．8 外／頸部下貝殻 による刺突文

胴部 パケ

内／頸部やや下か らケズリ

黄褐色 密

1 ～ 3 mm大

の 白色砂粒

を多 く含む

良好 搬入土器

－ 1 7 S D O 6

中　 層

賓 15 ．4 ロ緑端部やや外方 に折 りまげる

外／頸部下パケ

内／頸部やや下からケズ リ

淡褐色 密

1 mm大 の白

色砂粒含む

良好

－ 1 8 S D O 6

中　 層

賓 16 ．3 口縁端部やや外反す る

外／頸部やや下に波状文

内／頸部下か らケズ リ

淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－ 1 9 S D O 6

上　 層

饗 14 ．6 口緑端部外方に折 りまげる

外／頸部下か らパケ、間隔の広

い波状文

内／頸部下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm大 の白

色砂粒含む

良好 胴部 スス付

着

－ 2 0 S D O 6

下　 層

賓 1 6 ．8 ロ縁端部平坦面 を作 る

外／頸部下パケ

内／頸部下か らケズ リ

淡黄褐色 密

1 m 以下の

白色砂粒を

多 く含む

普通

－2 1 S D O 6 賓 1 8 ．4 ロ緑端部丸 くお さめ る

内／頸部に指頭圧痕残る

頸部やや下からケズ リ

褐色 密

1 mm大の 白

色砂粒含む

やや不良 胴部スス付

着

56 －9 6 S D O 6

下　 層

賓 1 6 ．6 ロ縁端部平坦 にお さめる

外／頸部下からパケ

内／頸部やや下か らケズ リ

淡褐 色 普通

1 mm大の 白

色砂粒含む

良好

－ 9 7 S D O 6 聾 1 5 ．4 口縁端部平坦 を意識 外／淡褐色 密 普通 口縁部 から

上　 層 内／頸部やや下か らケズ リ 内／淡黄褐

色

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

胴部にかけ

てスス付着

－ 9 8 S D O 6 ＝士ご筆： 2 2 ．2 外／頸部に ミガキ

内／頸部指頭圧痕残 る

頸部下か らケズ リ

淡黄褐色 粗 い

1 mm大の 白

色砂粒含む

雲母含む

良好

－9 9 S D O 6 壷 14 ．6 口緑部内傾す る

ロ緑端部平坦面を作る

外／頸部下波状文 e クシ措凹線◎

パケ

内／頸部やや下か らケズ リ

褐色 普通

1 m汀l大の白

色砂粒含む

良好 ロ綾部か ら

胴部 にかけ

てスス付着

－100 S D O 6

中　 層

賓 26 ．2 外／頸部下か らパケ

内／頸部下か らケズリ

淡褐色 普通

1 mm大の白

色砂粒含む

金 ◎黒雲母

含む

良好 口縁部 スス

付着

大形 品
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （司

形 態 e 手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底 径 器 高

56－10 1 S D O 6

下　 層

賓 14 ．4 口緑端部丸 くお さめる

外／胴部 パケ、 タタキ痕 ？

内／頸部下か らケズリ

赤褐色 密

1 ～ 2 mm大

の白色砂粒

含む

良好 搬 入品か ？

重 い

－102 S D O 6

中　 層

賓 19 ．6 ロ緑端部やや外反

外／胴部にパケ

内／頸部下か らケズ リ

淡黄褐色 密

1 mm大の 白

色砂粒含む

金雲母含む

普通

－103 S D O 6

上　 層

賓 17 ．5 口緑端部平坦 に作る

外／胴部にパケ、頸部下 にクシ

措凹線

内／頸部下か らケズリ

淡褐 色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 胴部 スス付

着

－104 S D O 6

中　 層

賓 18 ．5 ロ緑端部外反す る

外／波状文 、パケ

内／頸部下か らケズリ

淡褐 色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

普通 胴部 スス付

着

－105 S D O 6

中　 層

饗 14 ．8

l

2 1．5 口緑端部外反 し平坦面 を作 る

外／頸部下か らパケ

内／頸部下 からケズリ

淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

雲母含む

良好 胴部か ら底

部にかけて

スス付着

－106 S D O 6

中　 層

饗 1 6 ．4 外／頸部下 からパケ

内／頸部下 からケズ リ

黄褐 色 密 良好

－107 S D O 6

中　 層

賓 1 6 ．4 口緑端部やや外反する

外／頸部下 からパケ

内／頸部下 からケズリ

淡褐 色 密

1 mm大の 白

色砂粒含む

金雲母含む

良好 胴部 にスス

付着

－108 S D O 6

中　 層

饗 1 6 ．0 ロ縁端部丸 くお さめる

外／頸部下か らパケ

内／頸部下か らケズリ

褐色 密 良好 胴部 にスス

付着

－109 S D O 6

中　 層

士竪： 14 ．2 15 ．0 外／頸部下 クシ描凹線 、パケ

内／頸部下か らケズ リ

淡黄褐色 密

1 mm大の白

色砂粒含む

普通 胴部か ら底

部 にかけて

スス付着

57 － 22 S D O 6

中　 層

賓 1 8 ．4 2 5 ．9 口縁端部平坦

外／頸部下か ら全面パケ

内／頸部下 からケズ リ、底部指

頭圧痕残る

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 胴部か ら下

スス付着

丸底

－ 2 3 S D O 6 饗 1 6 ．8 ロ緑端部丸 くおさめ る

外／胴部パケ

内／頸部下か らケズ リ

褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好 胴部スス付

着

－2 4 S D O 6

下　 層

賓 13 ．2 1 8 ．0 ロ縁端部やや外反

外／頸部やや下に波状文　 胴部

か ら底部にパケ

内／頸部下か らケズ リ、底部 に

指頭圧痕残る

褐色 普通

1 mm大 の白

色砂粒 を多

く含む

良好 胴部か ら底

部にかけて

スス付着

わずかに平

底を残す

－ 2 5 S D O 6

中　 層

饗 16 ．8 ロ縁端部やや外反

外／胴部パケ

内／頸部下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 口綾部 にス

ス付着

－ 2 6 S D O 6

中　 層

賓 1 5 ．6 ロ縁端部平坦 に作 る

外／頸部やや下か らクシ描四線

文 、胴部パケ

内／頸部下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 胴部 スス付

着
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挿 図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （C甲）

形 態 e 手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 庶 径 器 高

57 －2 7 S D O 6

中　 層

賓 1 4 ．0 1 5．8 口縁端部やや外反 し、丸 くお さ

める

外／頸部下からパケ

内／頸部下 からケズ リ、底部に

指頭圧痕残 る

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好 胴部 から底

部にかけて

スス付着

わずか に平

底を残す

－2 8 S D O 6

下　 層

襲 1 5 ．4 外／頸部下 からややパケ

内／頸部下か らケズリ

淡褐色 やや粗い

1 mm大の白

色砂粒含む

普通 胴部 スス付

着

－2 9 S D O 6

上　 層

賓 1 3．8 ロ縁端部 に平坦面作 る

外／頸部やや下か らパケ

内／頸部下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm大の白

色砂粒含む

良好 外面に赤色

塗彩

－3 0 S D O 6 ・＝土＝・・宜E 17 ．7 口縁端部やや外反 し丸 くお さめ

る

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

普通

－3 1 S D O 6

上　 層

賓 16 ．3 単純 口縁、 ロ緑端部平坦に作 る

端部 内側にまげる

外／頸部に タテパケ

内／頸部下 ケズリか ？

淡褐色 普通

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

普通

－3 2 S D O 6

中　 層

賓 15 ．9 単純 口線

外／頸部下か らパケ

内／頸部やや下か らケズ リ、頸

部 よりやや上方にパケ

黄褐色 やや粗い

1 mm大の白

色砂粒を多

く含む

雲母含む

良好 口縁か ら下

にスス付着

搬入土器か？

－3 3 S D O 6 饗 12 ．0 1 3 ．3 単純 口緑、 ロ縁端部丸 くお さめ 外／赤褐色 普通 良好 搬入土器

中　 層 る

外／胴部か ら下パケ

内／ 頸部下か らケズ リ

内／褐色 1 mm大の白

色砂粒含む

胴部か ら底

部 にかけて

スス付着

丸底、重い

－3 4 S D O 6

中　 層

賓 13 ．2 1 3 ．1 単純 口線

外／頸部やや下からパケ

内／頸部やや下からケズ リ、頸

部に指頭圧痕残 る

淡褐色 やや粗 い

1 mm大 の白

色砂粒含む

雲母含む

良好 丸底

搬入土器

－ 3 5 S D O 6

中　 層

賓 1 5 ．2 2 5 ．9 単純 口線

外／頸部やや下 に間隔の狭 い波

状文、 タタキ痕 あ り、胴部 パケ

内／頸部やや下か らケズリ

淡黄褐 色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好 胴部か ら底

部にかけて

スス付着

丸底

搬入土器

－ 36 S D O 6

中　 層

直 口壷 1 0 ．4 1 3 ．3 単純 口線

外／頸部上に タテパケ、頸部下

か らパケ

内／頸部やや下か らケズリ

淡黄褐 色 密

1 mm大の 白

色砂粒を多

く含む

金雲母を含

む

良好 丸底

搬入土器

重い

58 －37 S D O 6

中　 層

聾 3 6 ．0 44 ．1 口緑端部平坦

外／頸部下から全面にパケ

内／頸部下からケズ リ

淡黄褐色 密

1 mm大の 白

色砂粒含む

普通 大形 品

平底

－3 8 S D O 6

下　 層

賓 外／パケ

内／ ケズリ、底部付近に指頭圧

痕残 る

褐色 普通

1 mm大の白

色砂粒含む

雲母含む

良好 胴部 から底

部にかけて

スス付着

わずか に平

底を残す

底部 に記号

あ り

5 9 －3 9 S D O 6

中　 層

士宣E 34 ．6 口緑端部平坦に作る

外／頸部下か らパケ

内／頸部やや下か らケズ リ、頸

部に指頭圧痕残 る

淡褐色 密 良好 大形品
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （cm）

形 態 。手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底 径 器 高

59 － 40 S D O 6

中　 層

－＝ゴこ＝・宣E 1 9 ．0 外／頸部に タテパケ、頸部 より

下 パケ

内／頸部やや下か らケズ リ

黄褐 色 普通

1 mm大の 白

色砂粒含む

金雲母含む

普通

－4 1 S D O 6

中　 層

直 口壷 1 0 ．4 16 ．9 複合 口緑、 ロ緑端部丸 くおさめ

る

外／頸部やや下か ら全面 にパケ

内／頸部下か らケズ リ

褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

やや不良 丸底

－4 2 S D O 6

上　 層

直 口壷 1 0 ．5 18 ．0 ロ縁端部丸 くお さめ る

外／頸部やや下か ら全面 にパケ

内／頸部下か らケズ リ

淡黄褐 色 密

1 mm大の 白

色砂粒含む

普通 胴部か ら底

部にかけて

スス付着

胴が張 る

丸底

－ 4 3 S D O 6

中　 層

－＝iここ・宣E 2 2 ．2 38 ．0 外／頸部か ら下全面ハケ

内／頸部やや下か らケズリ

底部付近に指頭圧痕残る

外／淡褐色

内／黒褐色

密

1 mm大の 白

色砂粒を多

く含む

良好 平底

－ 4 4 S D O 6

中　 層

一＝こ土＝・竺E ミカソ形

外／全面にパケ

内／頸部やや下 にパケ

頸部やや下か らケズ リ

淡褐色 やや粗 い

1 mm大 の白

色砂粒含む

良好 丸底、重 い

頸部か ら上

な し

搬入土器か？

6 0 －4 5 S D O 6

中　 層

＝士ご当互 2 7 ．4 口縁端部平坦に作 る

外／頸部 に貝殻腹縁 による綾杉

文、沈線で区画、頸部 よ り下パケ

内／頸部やや下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm大 の白

色砂粒含む

金雲母含む

良好

6 1 －4 6 S D O 6

中　 層

高杯 2 2 ．4 杯端部外反する

外／ 口縁部パケ、タテ ミガキ

内／杯底部パケ、ロ綾部 ミガキ

外／褐色

内／赤褐色

密

1 mm大 の白

色砂粒含む

良好 搬入土器か？

－ 4 7 S D O 6

上　 層

高杯 1 3 ．1 脚端部広が り、長 い脚柱部を持

つ

外／一部にパケ

淡黄褐色 密

1 mm大 の白

色砂粒 を多

く含む

やや不良

－ 4 8 S D O 6

中　 層

高杯 11 ．4 広がる裾部を もつ

外／脚柱部 タテ ミガキ

内／ ケズ リ

黄褐色 密

1 mm大 の白

色砂粒含む

良好 円盤充填法

－4 9 S D O 6

中　 層

低脚杯 16 ．0 外／杯部 パケ、 ミガキ

内／ ミガキ

淡褐色 密

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

雲母含む

良好

－ 50 S D O 6

中　 層

卒杯 1 5 ．7 複合 口縁 、深い杯部を持つ

外／頸部下 パケ

内／ ミガキ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好

－ 5 1 S D O 6

上　 層

低脚杯 1 4 ．2 ロ縁端部丸 くお さめる

外／ ミガキ、タテパケ

内／ ヨコミガキ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好

－ 52 S D O 6

中　 層

高杯 1 7 ．6 ロ緑端部丸 くお さめる

外／ ヨコミガキ

内／ ミガキ

淡褐色 密

1 mm大の 白

色砂粒を多

く含む

雲母含む

良好

－ 5 3 S D O 6

下　 層

低脚杯 1 6 ．4 8 ．9 7 ．2 外／杯部 ヨコミガキ、パケ

内／杯部 ヨコ方 向の ミガキ

脚部内外面 ナデ

淡褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （cm）

形 態 e 手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底 径 器 高

6 1 －5 4 S D O 6

中　 層

低脚杯 10 ．4 外／ナデ

内／ナデ

淡褐色 やや粗い

1 mm大の白

色砂粒を多

く含む

金雲母含む

良好

－ 5 5 S D O 6

中　 層

低脚杯 17 ．6 8 ．0 7 ．2 内／ ミガキ

外／不 明

淡黄褐色 密

1 mm大の白

色砂粒 を多

く含む

普通

－ 56 S D O 6

中　 層

低脚杯 6 ．9 内外面 ナデ 淡橙色 やや粗 い

1 mm以下の

白色砂粒含

む

雲母含む

普通 円盤充填法

－5 7 S D O 6

上　 層

低脚杯 1 3 ．1 9 ．0 7 ．5 深い杯部を持つ

外／ ヨコミガキ、パケ

内／ ヨコミガキ

脚部内外面 ナデ

淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 搬入土器

－5 8 S D O 6

中　 層

器 台 1 4 ．6 14 ．0 8 ．4 外／ ナデ

内／受部 ヨコミガキ

脚部 ヨコ ミガキ、 ケズ リ

褐色 普通

1 mm大の 白

色砂粒を多

く含む

良好

－5 9 S D O 6

中　 層

器 台 2 2 ．8 外／ ナデ

内／ ケズ リ

淡褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒を

多 く含む

金雲母含む

普通 脚部破片

－6 0 S D O 6

中　 層

器台 外／ ナデ

内／脚部 ケズ リ

淡褐 色 普通

1 mm大の白

色砂粒含む

金雲母含む

普通

－6 1 S D O 6

中　 層

小壷 手捏ね土器

外／ 頸部 に間隔狭 く小 さな指頭

圧痕残 る

淡褐色 密

1 mm大の白

色砂粒 を多

く含む

普通 小児 による

製作か ？

－ 6 2 S D O 6

下　 層

鉢 ？ 10 ．5 外／ パケ

内／ パケ

ロ線 内外面に指頭圧痕残る

褐色 密

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

普通 手控ね土器

－ 6 3 S D O 6

上　 層

杯 12 ．2 4 ．9 外／ ミガキ、パケ

内／ ミガキ

淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好

62 －6 4 S D O 6

下　 層

弥生土器

賓

3 1 ．2 短 く外反す る

外／ 口綾部に刻 目文 ？

暗褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

やや不良 風化著 しい

－6 5 S D O 6

中　 層

弥生土器

賓

1 9 ．0 ロ綾部ゆる く 「く」の字状 に屈

曲す る

外／頸部下 からパケ

内／頸部やや下にパケ

外／黄褐色

内／淡褐色

密

1 mm大の 白

色砂粒を含

む

金雲母含む

良好

－6 6 S D O 6 弥生土器

賓

18 ．0 口綾部 「く」の字状 に屈 曲する

外／頸部下か らパケ

内／頸部 やや下か らパケ

黄褐色 普通

1 mm大の白

色砂粒含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （cm）

形 態 e 手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
ロ　 径 底 径 器 高

6 2 －6 7 S D O 6

上　 層

弥生土器

賓

1 6 ．0 口綾部ゆ るく 「く」の字状に屈

曲す る

外／頸部やや下か らパケ

内／頸部やや下か らパケ

黄褐色 密

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

良好

－ 6 8 S D O 6

最 下 層

弥生土器

賓

18 ．6 短 く外反す る 淡褐色 普通

金雲母含む

良好

－ 6 9 S D O 6 饗 15 ．8 単純 口縁

ロ緑端部 内側に折 りまげ る

外／ナデ

内／頸部やや下か らケズ リ

淡褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 搬入系土器

－ 7 0 S D O 6

下　 層

弥生土器

賓

16 ．5 ロ縁部鋭 く屈曲す る

外／胴部 パケ

内／頸部やや下か らパケ

淡黄褐色 密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－ 7 1 S D O 6 弥生土器

賓

17 ．2 口綾部鋭 く屈曲する

外／不明

内／頸部下 に ミガキ痕 ？

外／淡黄褐

色

内／褐色

普通

1 mm以下の

白色砂粒 含

む

普通

－7 2 S D O 6

中　 層

聾 14 ．8 単純 口縁

ロ縁端 部内側 に折 りまげる

外／頸部下か らパケ

内／頸部やや下か らケズ リ

淡褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好 搬 入系土器

－7 3 S D O 6

下　 層

弥生土器

賓

1 5 ．6 口緑部短 く外反す る 外／黒褐色

内／褐色

密

1 mm大の 白

色砂粒多 く

含む

普通

－7 4 S D O 6

下　 層

弥生土器

・ここニヒ笠E

2 5 ．3 ロ縁部／ 円形浮文、斜格子文

外／ タテ、 ヨコに貼付突帯 。刻

目文

内／一部にパケ

黄褐 色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－7 5 S D O 6 弥生土器

士雲互

3 1 ．0 ロ緑端部下垂す る

口綾部／ クシ措斜格子文

外／頸部にパケ

内／斜格子文 、貼付突帯

黄褐 色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好

－7 6 S D O 6 弥生土器

士笠：

2 5 ．7 口縁端部下垂す る

口綾部／ クシ措斜線文

内／斜格子文

淡黄褐 色 普通

1 mm大の 白

色砂粒含む

良好

－ 7 7 S D O 6

上　 層

弥生土器

士竺E

2 0 ．8 口縁部短 く外反す る

外／頸部にパケ

内／頸部の一部に ミガキ

淡褐色 普通

1 mm大 の白

色砂粒 多 く

含む

良好

－ 7 8 S D O 6

下　 層

弥生土器

一二ニヒご宣E

2 1．1 ロ線端部下垂する

ロ縁部／斜格子文 、円形浮文

内／刺突文

赤褐色 普通

1 mm大の白

色砂粒 含む

雲母含む

良好

－7 9 S D O 6

中　 層

弥生土器

士宝E

19 ．6 ロ緑端部下垂する

ロ緑部／斜格子文

内／波状文

黄褐色 密

1 mm以下 の

白色砂粒含

む

良好

－ 8 0 S D O 6 弥生土器 1 3 ．5 外／ パケ 外／黒色 密 良好

中　 層 壷or賓 内／底部付近に指頭圧痕残る 内／淡黄褐

色

1 mm大 の白

色砂粒含む

雲母含む

－ 8 1 S D O 6 弥生土器

壷or賓

8 ．2 外／ ミガキ

内／底部付近に指頭圧痕残る

外／赤褐色

内／褐色

密

1 mm以下 の

白色砂粒 を

含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （C可

形 態 。手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考口　 径 底 径 器 高

62 －8 2 S D O 6

上　 層

弥生土器

壷o r聾

1 3 ．0 外／不 明

内／底部付近 に指頭圧痕残 る

淡黄褐色 普通

1 mm大 の白

色砂粒含む

普通

－8 3 S D O 6

中　 層

弥 生土器

壷or賓

7 ．5 外／ ミガキ

内／底部付近 に指頭圧痕残 る

底部／一部 にパケ

淡褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好

－8 4 S D O 6 弥生土器 5 ．7 外／ ミガキ 外／褐色 やや粗い やや不 良

上　 層 壷or賓 内／ ミガキ ？ 内／黒褐色 1 mm大の白

色砂粒 含む

雲母含む

－ 8 5 S D O 6

下　 層

弥生土器

壷or賓

9 ．9 外／ ミガキ

内／ ミガキ

外／淡赤褐

色

内／褐色

やや粗 い

1 ～ 2 mm大

の 白色砂粒

含む

－ 8 6 S D O 6

下　 層

弥生土器

壷or賓

6 ．6 外／ ミガキ

内／ ヨコ方向の ミガキ

準褐色 普通

1 mm以下の

白色砂粒含

む

雲母含む

良好

－ 8 7 S D O 6

中　 層

弥生土器

壷or饗

6 ．6 外／不 明

内／底部付近に指頭圧痕残る

底部／一部にパケ

外／淡赤褐

色

内／褐色

やや粗 い

1 ～ 2 mm大

の 白色砂粒

含む

良好

－ 8 8 S D O 6 弥生土器 6 ．8 外／ ミガキ 外／褐色 密 良好

中　 層 壷or賓 内／底部付近に指頭圧痕残 る 内／暗褐 色 1 mm大の 白

色砂粒含む

－ 8 9 S D O 6

下　 層

弥生土器

壷o r襲

4 ．7 外／ タテ方向の ミガキ

内／ ヨコ方向の ミガキ

黒褐色 やや粗い

1 mm大の 白

色砂粒多 く

含む

雲母含む

やや不良

－9 0 S D O 6 弥生土器

壷or饗

6 ．6 風化著 しく不 明 外／黄褐色

内／褐色

密

1 mm大の白

色砂粒含む

良好

6 3 －9 1 S D O 6 弥生土器 30 ．8 ロ綾部水平 に屈曲す る 外／黄灰色 やや粗 い 良好 63－92と同

上　 層 高杯 外／ ミガキ、 くびれ部やや下に

刺突文

内／ パケ

内／淡褐色 1 mm大 の白

色砂粒含む

金雲母含む

じ土器か ？

－9 2 S D O 6 弥生土器 外／脚部 ミガキ 淡褐色 やや粗 い 良好 63－91と同

下　 層 高杯 内／脚部 パケ 1 mm大 の白

色砂粒含む

金雲母含む

じ土器か ？

－ 9 3 S D O 6

下　 層

弥生土器

高杯 ？

19 ．0 口緑部平坦に作 る

外／ 口縁部に刺突文

内／ ロ縁下に ミガキ、 ロ縁やや

下か らパケ

淡黄褐色 普通

金雲母含む

普通

－ 9 4 S D O 6

上　 層

弥生土器

鉢

3 0 ．5 ロ綾部平坦に作 る

外／ ロ綾部刺実 による刻 目文、

貼付突帯文

内／不明

淡赤褐色 普通

1 mm大の 白

色砂粒含む

良好

－9 5 S D O 6 弥生土器

無頸壷

1 4 ．3 口緑部平坦

外／ ロ縁部刺突に よる刻 目文、

貼付突帯文

内／一部 に ミガキ

淡黄褐色 密

1 mm大の白

色砂粒 含む

やや不 良
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SD O6（石器）

挿 図 番号 出土地 点 器　　　 種 遣 存 状 況 石　　　 材
最大 長

伺

最 大幅

（m）

最 大厚

伺

重　 量

（g）
備　　　 考

6 4 －　 1 S D O 6

上　　 層

剥 片 不 明 黒曜 石 4 ．2 1 ．9 1 ．4 7 ．5

－　 2 S D O 6 不 明 欠損 5 ．8 5 ．3 5 ．0 2 2 ．0 側 面 に平坦 面 を作 り

出す

磨 製

－　 3 S D O　6 砥 石 両 端 欠損 8 ．5 6 ．5 3 ．8 2 8 5 ．0 片 面 は使用 に よ り凹

ん で い る

－　 4 S D O　6 刃 部

未 成品 か ？

両端 欠損 8 ．4 6 ．5 0 ．6 5 9 ．0 刃部 を打製 に よ り作

り出す

挿図番号 出土地点 器　 種
法　 量 （cm）

形態 e 手 法 の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　 考
口　径 底 径 器 高

66 － 1 SD O 2 弥生土器

壷or饗
6 ．7 外／ タテ方向ミガキ

内／タテ方向ケズリ

外／赤褐色

内／黒褐色

密

1 mm大の白

色砂粒を多

く含む

良好

6 9 － 1 S D O 5 弥生土器

壷or賓

8 ．2 外／ タテ方 向 ミガキ

内／ タテ方 向 ミガキ

外／黄褐色

内／黒褐色

密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

良好

－　2 S D O 5 弥生土器

壷or賓

5 ．9 外／ タテ方 向 ミガキ

内／ タテ方 向 ミガキ、底部付近

に指頭圧痕残 る

外／褐色

内／暗褐色

密

1 mm以下の

白色砂粒含

む

金雲母含む

普通

－　3 S D O 5 弥生土器

＝士ご肇：

外／貼付突帯に刻 目文 を施す、

突帯 より上部 パケ

内／ ヨコ方 向 ミガキ

黄褐色 やや粗い

1 mm以下の

白色砂粒含

む

良好
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3し　小　　結

B区では、弥生時代中期中葉から近世に至るまでの遺構を多数検出した。

中世から近世においては、遺構の残存状態もあまり良好ではなく、遺構も少ないが、この周辺に人々

が生活を営んでいた様子が窺える。

B区で最も注目されるのは、大規模な溝状遺構が4条検出されたことであろう。これらのうち、

SDO3、SD05は弥生時代中期中葉の溝状遺構であり、環濠としての可能性がある。特に、SD05の東

側に土塁状遺構が認められることは、全国的にみても貴重な資料である。また、SD03とSD05はほぼ

同時期に築かれたと考えられることから、近畿地方に多く認められる多重環濠として機能していた可

能性もある。弥生時代中期の多重環濠の例としては、大阪府池上遺跡（7）、奈良県唐古◎鍵遺跡（8）など

が挙げられる。山陰でも米子市尾高浅山遺跡（9）で2条の環濠が認められている。

また、弥生時代終末期の溝状遺構と考えられるSD06も注目される。港状遺構の中では最も大規模

なもので、出土遣物も多量なうえ、完形品も多く、搬入品を伴っていることから、当該期の出雲平野

の集落を考えるうえで貴重な資料となった。

SD06も環濠として機能していた可能性がある。通常、環濠集落は弥生時代終末期には終焉したと

考えられているが、大阪府長原遺跡的などのように古墳時代にも環濠を有する例が認められているこ

とから、弥生末期以後においても、社会的な非常の際には築かれた可能性はあろう。

SD04は、時期的にはSD06よりやや新しい時期にあたり、古墳時代前期初頭の遺構であろうが、こ

の溝も規模が大きく、環濠としての可能性が残る。また、これら弥生時代終末期から古墳時代前期初

頭にかけての土器は、これまでの天神遺跡の発掘調査ではほとんど出土しておらず、天神遺跡の時期

的変遷を考えるうえにおいても画期的な資料となった。

なお、天神遺跡では、1985年の第6次発掘調査においても幅約3。Om、深さ1。2mを測る弥生時代中

期の大藩が検出され、環濠の可能性が指摘されており、今回の調査と直接結びつくものとは考えにく

いが、この周辺に環濠を巡らす集落が点在していた可能性もある。

その他の遺構としては、土坑墓と考えられるSKOl、SK02がある。この2つの土坑は近接しており、

この地域が弥生時代中期頃の墓域となっていたことが考えられる。

しかしながら、今回の調査では、多量の土器を検出しているのにもかかわらず、弥生時代中期から

古墳時代前期にかけての住居跡は認められなかった。これは、調査区が狭量な要因もあろうが、居住

空間は少し離れた場所にあったと考えられよう。遺跡の範囲がそれほど北方に伸びていないこと、こ

れまでの調査では、南方に弥生中期の遺構が集中していることから考えると、調査区の南方に居住空

間が広がっていた可能性が強い。

以上のように、B区における調査では豊富な土器資料が得られたことと共に、集落を囲擁するよう

な環濠の可能性をもつ大規模な溝状遺構が検出され、天神遺跡の多様性を再認識する結果が得られた。
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C区の調査

頂．調査の概要

C区は、海上用BOX（用水路）からJR第一高西踏切までの幅約6m、長さ約60mの約360rrfを

対象に発掘調査を実施している。J R山陰本線敷設のための盛土を約1m程度除去した後、調査を開

始した。

層序（第78図）

調査区での基本的層序は、上層から、B区と同様に近世の耕作土である黄灰色土、黄褐色土、灰色

土、灰黄褐色土、褐灰色土、黒色粘土（東側は暗青灰色粘土へと変化）となり、オリーブ灰色粘土に

達する。

しかし、調査区の西側約10mの部分については、褐灰色土の下層には灰オリーブ色粘質土や灰黄褐

色砂層などが堆積しており、やや異なった様相を示している。また、C区の大部分は旧自然流路にあ

たると考えられるが、隣接してJR山陰本線が走り、掘削が深くなって安全性が保たれないことから、

標高約4．0m付近まで掘り下げるにとどまった。

遺　構

遺構は、旧自然流路と考えられる地点であることからほとんど検出されなかったが、黒色粘土が堆

積する調査区の西側で溝状遺構を1、ピット状の遺構を数穴確認している。これらの遺構は、出土遺

物から、弥生時代中期後葉の遺構であると考えられ、B区で検出した弥生時代中期中葉の遺構に続く

ものである。

なお、調査区の中央部、東側では遺構は検出していない。

遺　物

遣物は、上層に堆積している黄灰色土、黄褐色土を中心に中⑳近世の陶磁器やカワラケなどが出土

しているが、細片が多い。また、その下層に堆積する灰色土、灰黄褐色土中からは、遣物はほとんど

検出されなかった。

しかし、調査区の西側約10m部分に堆積している黒色粘土や、灰黄褐色砂層中からは、弥生時代中

期後薬に相当する土器片と共に、同時期の木製品がおびただしいほど出土している。その中には、鍬

の末成品や鋤などの農耕具のほか、椀やスプーソ状木製品などの食器、杭や部材など、多種多様な出

土遺物があり、当該期の生活を考えるうえで貴重な資料となった。

また、調査区の西側に堆積している灰オリーブ色粘質土中からは、古墳時代後期にあたる須恵器杯

身の完形品が出土していることは注目される。

海上用院のX改設時における立会調査

1993年（平成5年）8月9日、海上用BOX改設時に立会調査を行っている（第77図）。
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調査は、約1m程度の盛土を除去した後、開始したが、南側部分では元の用水路を補強するための

コソクリートが敷かれていた。工事の工程から、取り除かずに工事する計画であったため、調査範囲

は幅約2．7mX2．2mの狭い範囲に限られた。

調査での層序は、上層から黄褐色土、緑灰色土、灰色粘質土、暗灰色砂質土、黒灰色粘質土となっ

ている。このうち、暗灰色砂質土は遺物包含層であり、標高約5．53m～5．61mのところに堆積してい

る。

遺構は、黒灰色粘質土の上面において、ピット状の遺構を1穴検出している。

ピット状遺構は、平面形が長軸86cm、短軸60cmの楕円を皇し、深さは約22cmを測る。検出高は標高

約5．5mである。また、ピット状遺構の東側には、径10cmほどの杭が打ち込まれており、この遺構に

伴うものと考えられる。遺構の時期は、出土遺物からは判断し難いが、弥生時代終末期から古墳時代

前期初頭にかけての遺構である可能性が強い。性格は不明である。

遺物は、その全てが黒灰色粘質土の上面に薄く堆積している暗灰色砂質土中とピット状遺構の中か

ら出土している。遺物には、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけてのものと考えられる土器

片や、古墳時代後期にあたると考えられる須恵器片が出土している。

ピット状遺構は、B区の遺構検出面の標高が約6．8mであったのに対し、この地点では約1．3mほど

も低くなっており、B区東側から落ち込みをみせていた旧自然流路は、しだいに深くなっている様子

が明らかである。

また、弥生時代終末期から古墳時代前期初頭と考えられる土器片が出土したことは、B区で検出し

たSDO4、SD06とほ

ぼ同時期にあたり、

これらの遺構を築い

た人々が、低湿地を

も利用していたこと

が予想され、興味深

い。なお、古墳時代

後期の遺構はB区、

C区では検出されて

いないが、遺物が出

土していることから、

この周辺に同時期の

人々が生活していた

様子が窺える。
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1．暗灰色砂貿土
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第77図　用水路改設に伴う立会調査遺構実測図



1．黄灰色土
2．黄褐色土
3．灰色土
4．灰黄褐色土

5．褐灰色土

6．灰黄色土

7．黄灰色土

8．灰オリーブ色粘質土
9．オリーブ黄色砂

10．暗灰色粘土
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11．灰黄褐色砂

12．黒色粘土（小砂利を含む）

13．黒色粘土

14．黒褐色粘冥土
15．暗青灰色粘土

第78図　C区堆積土層図
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2．遺構と遺物

C区では遺構は少なく、溝状遺構1条と、ピットを数穴確認しているにすぎない。しかし、西側10

mほどに堆積している黒色粘土中（一部は灰黄褐色砂層）からは、おびただしい数の木製品が出土し

ている。

（1）SPOl（第79図）

調査区の西側、灰オリーブ色粘質土上

面で検出した溝状遺構で、南北方向に伸

びている。

検出長5．3m、最大幅1．46m、深さ約

20cmを測る。検出高は標高約4．62mであ

る。

覆土には、上層の黒色粘土が落ち込ん

だ状態で堆積しており、断面は、西側の

肩部からなだらかに落ち、東肩部からは

やや鋭角に落ちているが、底面にはやや

平坦な面を作り出しており、台形を逆さ

にしたような形状を呈している。

遺物は、西側から広く堆積している黒

色粘土中に多量の木製品を含んでいるよ

うに、SDOlからも多量の木製品や若干

の土器片が認められる（第80図）。

出土した土器片は、松本編年Ⅳ－1様

式に相当するものであり、時期的には弥

生時代中期後葉にあたるものである。こ

のことから、これら木製品も当該期のも

のであることは明らかである。なお、出

土遺物については後述する。

SDOlから出土した木製品の中には、

鍬二連結末成品や四分枝木製品などが認

められるが、この遺構が木製品を保管す

る場所であったことも想定できよう。

このような例は、福岡県板付遺跡（1）や、

兵庫県玉津田中遺跡（2）のように、溝状遺

構の縁に土坑を穿ち、その中に加工途中

の木製農耕具を納めた弥生時代の遺構が

知られている。

AL＝47m

1．黒色粘土

第79図　SDOl実測図
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第80図　SDOl遺物出土状況実測図

また、SDOlの両

側には、径10cm未満

のピットを数穴確認

しているが、この中

には杭が打ち込まれ

ていたものもあり、

杭跡と考えられる。

松江市西川津遺

跡（3）では、加工途中

の木製農具を保管し

た施設と考えられる

ウッドサークルを多

数検出している例が

あることから、現状

では形にはならない

が、ウッドサークル

のような施設であっ

た可能性がある。

いずれにしても、

旧自然流路が徐々に

埋まっていく過程に

あって、このような

湿地帯に木製品を保

管していたことは当

地方における弥生時

代木製品製作工程を

具体的に知ることの

できる遺構として注

目される。

（2）黒色粘土中からの出土遺物

土器

調査区の西側に堆積している黒色粘土中（一部は灰黄褐色砂層中）からは、多量の木製品や土器片

が出土している（第81図）。なお、黒色粘土の堆積している標高は、約4．6m～4．9mのところのある。
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